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※本報告書は, 鉄道事業法第19条の4に定める鉄道事業者による安全報告書で, 当社における鉄道輸送の安全確保のための
取り組みや安全の実態をまとめたものです。
※本報告書の内容は, 平成23年度の状況を記載しております。
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　日ごろから，京急線をご利用いただき，誠にありがとうございます。

　当社グループにおいては，すべての事業において安全・安心を最優先し，その確保に全力を
かたむけており，特に鉄道事業においては，安全最優先と法令順守を掲げた安全方針に基づき，
安全・安定輸送の確保に全力で取り組んでおります。

　昨年３月に発生した東日本大震災の影響による電力使用制限のなか，安定輸送の確保に
努めました。夏の節電対策として，ダイヤの一部変更や編成車両数の削減，照明の一部消灯や
エスカレーター等の使用停止などにより，ご利用のお客さまにご迷惑をおかけしましたことを
深くお詫び申しあげます。

　昨年の東日本大震災の発生を踏まえ，自然災害などの発生時においても安全に営業を継続
できる運営体制として，高架橋耐震補強工事等の防災対策工事の推進，大規模地震を想定した
訓練や教育の充実，避難誘導先の再整理や規程類の見直しなどを行いました。そのほか，
平成23年度におきましては，京急蒲田駅付近連続立体交差事業や，Ｃ－ＡＴＳの機能向上による
踏切道防護システムの導入，車両の代替新造・更新など，さまざまな安全対策への設備投資を
実施したほか，訓練や教育を充実させ，ハード・ソフト両面からさまざまな取り組みを実施し，
安全面の強化を推進してまいりました。引き続き，地震や津波等の災害発生時の対応に関する
事項に対して，見直し，検討を加え，自然災害などの発生時における被害の最小化およびお客さまの
安全を図ることができる鉄道システムの構築に努めてまいります。

　今後も，鉄道安全管理規程に定めた安全管理体制のもと，グループ全体の安全最優先の
意識の徹底やコンプライアンス体制の強化に努めるとともに，計画・実行・評価・改善のＰＤＣＡ
サイクルを実行して，ハード・ソフト両面における安全対策を進めていくことにより，皆さまにとって
安全・安心な鉄道であり続けるよう引き続き努めてまいります。

　本報告書は，鉄道事業法第19条の４に基づき，当社におけるさまざまな安全確保に関する
取り組み状況等を，皆さまにご理解いただくため作成したものです。ぜひ，ご一読いただき，ご意見や
ご感想をお聞かせいただきますよう，お願い申しあげます。

ごあいさつ

京浜急行電鉄株式会社　取締役社長
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市公園墓地

浄真寺

白浜毘沙門天

武山不動

武山

豪徳寺

等々力不動

本円寺

三浦按針墓

神奈川県立保健福祉大学

法勝寺
神武寺

三浦導寸の墓

海宝院

日野公園墓地

瑞泉寺

報国寺

覚園寺

妙本寺

光明寺

明月院

白根神社

東慶寺

御霊社

大船観音

極楽寺

王禅寺琴平神社

遊行寺

江の島神社

竹岡小

富津中

青堀小

保田小

鋸南中

第五砂町小

東京海洋大

慶応大

東邦大

防衛大学校

聖心女子大

青学大

国学院大

東工大

東海大

東大

日大

昭和女子大

鶴見大

駒沢大

市大医学部

武蔵工大

慶応大

日体大

国士舘大

フェリス女学院

明大

日大(文理）

多摩美大

関東学院大

神奈川大

横浜市大

関東学院大

成城大

横浜国大

杏林大

カリタス
学園

専修大
明治大

明治学院大

鎌倉女子大

武蔵工大

国立天文台

フェリス
女学院大

日本女子大

アメリカン
スクール

警察学校

東京外語大

横浜創英短大

東洋英和女学院大

横浜美術短大

鶴川女子短大

麻生署

東京田中短大

駒沢学園

東工大

和光大

小糸川漁港

風の塔

下洲漁港

金谷漁港

富津漁港

川崎港

鴨居港

走水港

赤坂
御用地

港
賀
浦

久里浜港

京浜港

間口漁港
剱崎灯台

金田漁港

山下ふ頭

横浜港

横須賀本港

三崎港

湘南港

江戸川
クリーンタウン

富津署

第一製薬

葛西処理場

鋸山ダム

ジャスコ

東京ヘリポート

新日鉄技術センター

現代美術館

観光案内所

東京湾フェリー

中央防波堤内側
埋立地

ビッグサイト

東京フェリー
ターミナル

国際線ターミナル

第２旅客ターミナル

テレコム
センター

パレットタウン

有明
テニスの森

科学未来館

ガスの科学館

ジョイ
ポリス

船
の
科
学
館

青海流通センター

フジTV

川崎マリエン

東京国際空港

中央卸売市場

第１旅客ターミナル

中央卸売市場
大田市場

東電火力発電所

自然博物館

運輸支局

オイル
ターミナル

アークヒルズ

競艇場

国会議事堂

TBS

迎賓館

横須賀刑務所
港湾技術研究所

日赤

東京電力
火力発電所

東京湾フェリー

自衛隊

国立競技場

神宮球場

川崎競輪場

浦賀署

青
山
劇
場

競走馬
練習場

競技場
NHK

代々木公園

流通センター

東電火力発電所

シンボルタワー

しらとり園

東京医療
センター

山手署

米軍横須賀基地

総合運動公園

マイカル本牧

ベイサイドマリーナ

等々力競技場

市民ミュージアム

米軍施設

リサイクル
プラザ

三崎署

東急G

中央卸売市場

中央卸売市場

米軍石油
ターミナル

東電火力発電所

海上自衛隊

長坂GC
太田和つつじの丘

潮風アリーナ

長坂射撃場

自衛隊駐屯地

松沢病院

少年自然の家

城ヶ島
京急ホテル

シーボニア

横浜アリーナ

日産
スタジアム

卸売市場

川崎市民プラザ

 城ヶ島灯台

水源池

東大臨海
実験場

湘南国際村センター

佐島マリーナ

国際プール

砧浄水場

烏山病院

池子米軍住宅

葉山署

歴史博物館

運輸支局

葉山御用邸

県立近代美術館

裕次郎記念碑

不如帰の碑

にっかつ
映画村

小坪マリーナ

卸売市場

聖マリアンナ
医大

京王閣

調布飛行場

味の素

調布GC

免許試験場

大正堂

ふるさと村

北部斎場

多摩川競艇場

ヨットハーバー

TBS緑山
スタジオ

総合卸
センター

米軍通信隊

鋸山

お台場

皇居

城ヶ島

観音崎

油壺

八景島

江の島

鎌倉

松
陰
神
社

米軍無線送信所

鎌倉宮
国宝館

妙音寺

日本女子
体育大

逗子マリーナ

りんかいこうえん

ほた

あわかつやま

たけおか

新木場

浜金谷

 潮見

東雲

有明

有明
テニスの森

市場前

新豊洲

豊洲

国際展示場正門

羽田空港第2ビル

青海

テレコムセンター

東京テレポート

新整備場

羽田空港第1ビル

台場

有楽町

竹芝

汐留

日の出

整備場

天王洲アイル

新橋

昭和島

品川
シーサイド

流通センター

大井競馬場前

浜松町

田町

大井町

大崎

五反田

昭和

扇町

大森

戸越公園

大崎広小路

浜川崎

大川

蒲田

恵比寿

戸越銀座

蓮沼

中延

武蔵白石

不動前

　荏原中延

西小山

池上

代官山

洗足

武蔵小山

原宿

参宮橋 北参道

明治神宮前

新芝浦

川崎新町

海芝浦

浅野

千鳥町

代々木
八幡

中目黒

洗足池

弁天橋

久が原

学芸大学

石川台

北千束

武蔵新田

祐天寺

雪ガ谷大塚

御嶽山

矢向

尻手 川崎

下丸子

国道

駒
場
東
大
前

都立大学

鹿島田

代々木上原

鶴見小野

奥沢

平間

多摩川

向河原

笹塚

東北沢

三
軒
茶
屋

自由が丘

新川崎

田園調布

武蔵小杉

衣笠

新丸子

東松原

明大前

代田橋

市大医学部

尾山台

豪徳寺

元町・中華街

梅ヶ丘

元住吉

並木北

日本大通り

下高井戸

日吉

松原

山手

山下

上野毛

大口

幸浦

宮の坂

田浦

馬車道

鳥浜

並木中央

柴口

みなとみらい

経堂

海の公園南口

野島公園

永福町

武蔵中原

桜木町

武蔵新城

白楽

関内

綱島

桜上水
上北沢

八
幡
山

芦
花
公
園

千
歳
烏
山

二子玉川

菊名

西永福

新高島

妙蓮寺

二子新地

浜田山

大倉山

新杉田

千歳船橋

反町

高津

磯子

東白楽

北新横浜

新羽

溝の口
武蔵溝ノ口

平沼橋

祖師ヶ谷大蔵

梶が谷

津田山

小机

成城学園前

洋光台

保土ヶ谷

天王町

久地

宮崎台

星川

仲町台

和田町

宿河原

センター北

宮前平

港南台

センター南

鷺沼

和泉多摩川

狛江

登戸

上星川

鴨居

向ヶ丘遊園

上永谷

西谷

東戸塚

布田

鶴ヶ峰

たまプラーザ

中野島

江田

あざみ野

和
田
塚

鎌倉

本郷台

調布

市が尾

京王多摩川

稲田堤

中山

戸塚

二俣川

大船

藤が丘

南万騎が原

十日市場

多磨

矢野口 

百合ヶ丘

湘南町屋

飛田給

青葉台

湘南深沢

緑園都市

京王よみうり
ランド

白糸台

　

弥生台

武蔵野台

三ツ境

西鎌倉

田奈

稲城

競艇場前

柿生

東府中

こし腰越

目白山下

五月台

多磨霊園

片瀬山

いずみ野

湘南江の島江ノ島

長津田

是政

こどもの国

つくし野

瀬谷

南多摩

石上

いずみ中央

鵠沼

柳小路

　栗平

ゆめが丘

黒川

片瀬江ノ島

すずかけ台

府中本町

藤沢本町

湘南海岸公園

本鵠沼

久里浜

横須賀

新横浜

新百合ヶ丘

藤沢

府中

J
R
内
房
線

東西線

毘沙門
トンネル

葛西橋

清砂大橋

荒川河口橋

新富橋

若洲橋

京浜大橋

鷹野大橋

江の島大橋

東神奈川

西横浜

石川町

恩田

希望ヶ丘

柴
崎

つ
つ
じ
ヶ
丘

国
領

新
代
田

若
林

池
ノ
上

船
の
科
学
館

等
々
力

北鎌倉

稲
城
長
沼

西
調
布

京
王
稲
田
堤

仙
川

鶴
川

富
士
見
町

長
谷

由
比
ヶ
浜

極
楽
寺

稲
村
ヶ
崎

七
里
ヶ
浜

鎌
倉
高
校
前

八
景
島

福
浦

南
部
市
場

根
岸

安
善

荏
原
町

旗
の
台

長
原

大
岡
山

緑
が
丘

久
品
仏

沼
部

鵜
の
木

矢
口
渡

目
黒

渋
谷

下
北
沢世

田
谷
代
田

代
々
木

信
濃
町

喜
多
見

下
神
明

読
売
ラ
ン
ド
前

生
田

新
子
安

東芝科学館 P56

逗子
東逗子

川崎港海底
トンネル

辰巳
橋

相
生
橋

春海橋

永代橋

佃大橋

勝どき橋

扇島大橋

多
摩
川
大
橋

鶴見橋

ガス
橋

大
黒
大
橋

新鶴
見橋

丸子
橋

新二
子橋

多摩
水道
橋

落合橋

多摩
川原
橋

是
政
橋

夢
の
島
大
橋

道路湾岸

ラ
イ
ン

内
房
な
ぎ
さ

東京
港臨
海道
路

第
一
京
浜

産
業
道
路

環七通り

大師
道

富士見通り

青山
通り

第
二
京
浜

道
街

原
中

り

目黒
通

環
八
通
り

第
二
京
浜

環七通り

駒沢通
り

世田谷通り

玉川
通り

街
道

綱
島
街
道

府中

綱
島
街
道

り

環
八
通

環状3号

道

街

甲州
街道

中原

4
号

環
状

厚木街
道

環状３号

中
原

街
道

鶴
川
街
道

環
状
4
号

中原
街道

川崎街道

道

黒川道路
尻手

城ヶ島大橋

葉新
道

三浦
縦貫

道
路

本町山中
有料道路

J
R
京
葉
線

い線
りん
か

ゆり
かも
め

ゆり
かも
め

ー

東
京
モ
ノ
レ
　
ル

J
R
東
海
道
本
線

山
手
線

副
都
線
心

新幹線

東
急
目
黒
線

JR東
海道

JR横
須賀
線

池
上
線

東
急

東
急
東
横
線

賀線

東
急
多
摩
川
線

JR横須

線町
東急大井

ラ
イン

サ
イド

シー

谷
線

田

東
急
世

東
急
東
横
線

東
急
東
横

みなとみらい線

線

JR南武線

小田急
線

京王
線

JR東
海道
本線

三号線
下鉄地

横須賀線
JR

東
急
田
園
都
市
線

JR根岸
線

JR南武線

相模
鉄道

JR横浜線

相
模
鉄
道
い
ず

相模原線

み野線

電鉄

多
摩
川
線

京王

ール

島

レ

江ノ

モノ

JR東
海道
本線

南

湘

JR武蔵野線

（貨物線）

JR南武線

国線
の

相
模

ど
も
こ

鉄
道

相
模
原
線

京王

い
ず
み
野
線

多摩線

小
田
急
江
ノ
島
線

小田急

相模鉄道

小
田

東海
道新
幹線

JR

川名

境川

新井

南砂六
日曹橋

豊洲駅前

東雲

築地四

環七大井埠頭

北品川二

大鳥居

塩浜

大森東

赤坂見附

大師河原

六本木

白金一

青山一

新八ッ山橋

南蒲田

西麻布

浦賀駅前

戸越三

開国橋

二葉四

浜町

表参道

松原橋

渋谷橋

春日橋

追分

馬込銀座

大鳥神社

平塚橋

警察前

夫婦橋

中目黒

大津

遠藤町

大橋

都町

湘南橋

南千束

駅入口

尻手

三春町二

野比

柿の木坂陸橋

長沢駅入口

富ヶ谷

鶴見署前

駒沢陸橋

三軒茶屋

三宿

末吉橋

本町一

中根

下末吉

大原二

矢上

若林陸橋

大黒町入口

衣笠十字路

上末吉

三浦海岸

上馬

産能短大

深沢不動

越路

市の坪

松原

小杉十字路

駒沢

入江町

間門

不動前

世田谷三

木月四

用賀一

港北小入口

上小田中

法隆寺

樽町

池上十字路

立町

子母口小

城ヶ島入口

荒崎入口

長浜海岸入口

綱島

三戸入口

長者町五

駅前

船越町

青砥坂

千年

高田

林交差点

瀬田

橘

西岸根

富岡町

子母口

西神奈川

油つぼ入口

八幡橋

青木橋

野川

片吹

千歳台四

六浦

久末

吉野町三

栗木

佐島入口

三本杉陸橋

通町一

環八船橋

屏風ヶ浦

浅間下

向田橋

溝口

上高井戸一

岸根

洪福寺

保土ケ谷橋

井土ヶ谷

新羽踏切

勝田橋

堰

梶ヶ谷

国際村入口

給田

永田

日野立体

関の下

朝比奈

御用邸前

神戸橋

新栄高南側

国際村秋谷入口

長柄

第三京浜入口

明石橋

長尾橋

大塚原

葉山大道

鷲沼二

仙川二

梅田橋

大塚

梅の木

港南台五

清水橋

平台

渚橋

新石川
すみれが丘入口

開戸

山谷

環２般若寺

公田

蔵敷

荏田

佐江戸

桜堂

多摩署前

下布田

地蔵尊前

下馬

平戸立体

清水台

女子大前

砂押橋

富士見が丘

貝の坂

荏田高入口

八幡宮前

交番前

鶴ヶ峰

塚戸

不動坂

市ヶ尾

宮の下

小袋谷

岡津町

都岡町

長谷観音前

矢沢

試験場入口

川井本町

矢野口

環状４号入口

吹上

早野

桜台

しらとり台

白糸台三

戸塚署前

鴨志田東

歩道橋下

下麻生

交番前

手広

阿久和

立場

警察署前

若松町二

深谷

柿生

下長津田

中恩田橋

上麻生

住吉神社前

影取町

バス停前

片瀬山入口

大丸

南台南台

腰越橋

松陽高入口

駅東口

小金井街道入口

バイパス出口

和泉坂上

寿町三

六会

駅南

金井入口

下瀬谷二

東名入口

保田

引橋

浜松町

滑川

原宿

藤沢橋

昭和島
JCT

大黒ふ頭

高速深川線

線場台

高
速
羽
田

高速
湾岸
線

高速
横羽
線

新宿
線

高
速
大
黒
線

高
速
湾
岸
線

高速

高速
渋谷
線

ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

保土ケ谷PA
（下り）

鋸南保田

鋸南富山

富津金谷

第
三
京
浜

横
浜
横
須
賀

路
道

横
浜
新道

保土ケ谷

横浜横須賀道路

バイ

パ
ス

東
京
港ト
ンネ
ル

レインボーブリッジ

鶴見
つば
さ橋

富津竹岡

道車
動
自央中

道
路

高速
東名

東
名
高
速
道
路

第一京浜

稲
城
大
橋

第
三
京
浜
道
路

東京湾アクアライン

JR
内
房
線

佐原

浦賀

馬堀海岸

衣笠

並木

玉川

京浜川崎

横須賀

堀口能見台

金沢自然公園

都筑

港北

朝比奈

峰岡

星川

保土ケ谷

常盤台

羽沢

港南台

狩場

日野

新保土ケ谷

別所

藤塚

今井

川上

新桜ヶ丘

南本宿

上矢部

本村

下川井

上川井

東京

東名川崎

調布

横浜青葉

稲城

横浜町田

川崎浮島JCT

大黒JCT

生麦
JCT

本牧JCT

湾岸環八

浮島

空港中央

東扇島

殿町

空港西

東扇島

羽田

大師

浜川崎

浅田

汐入

大黒PA

本牧ふ頭

生
麦

山下町

守屋町

新山下

三渓園

石川町

東神奈川

横浜公園

阪東橋

横浜駅東口

磯子

西口

花之木

三ツ沢

永田

湾
岸
線

速

高

高速川崎線

横浜
料金所

六ッ川料金所

料金所

料金所

多
摩
川
ト
ン
ネ
ル

川崎航路トンネル

（上り）
都筑PA

三鷹料金所

東京料金所

港北PA

幸浦

料金所釜利谷

葛西JCT

辰巳
JCT

JCT

有明
JCT

浜崎橋
JCT

芝浦JCT

大井JCT

東海JCT

谷町JCT

一ノ橋
JCT

清新町

新木場

木場

枝川

塩浜

福住

有明

13号地

台場

銀座

大井

大井南

芝浦

芝公園

平和島

平和島

勝島

飯倉

鈴ヶ森

戸越

天現寺

目黒

高樹町

荏原

渋谷

代々木
初台

池尻

幡ヶ谷

三軒茶屋

永福

みなと
みらい

用賀

杉田

高井戸

中
央
環
状
線

線

玉川
料金所

鋸山トンネル

3.2

4.
1

3.7

横須賀
PA

みうら縦貫PA

JCT

東京湾アクアライン

富
津
館
山
道
路

子安

330

163浅間山

鋸山

富士山

畠山

二子山

荒
　
川

新富
運河

川
摩

多

京浜
運河

川
黒

目

川
見
鶴

川見鶴

川
摩

多

前田
川

川

仙

川

見鶴

滑
川

川田

川

恩

見鶴

川
摩

多

境
川

境

川

川

境

浦 賀 水 道

馬堀海岸

洗足池

金 田 湾

湾
奈
江

湾
門
沙
毘

湾
浦
長

平潟湾

油壺湾

諸磯湾

小網代湾

小田和湾

七里ヶ浜

大貫漁港

磯根崎

木
材
ふ
頭

傾城島

東京港

不動岩 

明鐘岬

建材ふ頭

富津岬

晴海
ふ頭

第一海堡

大
井
ふ
頭

芝
浦
ふ
頭

品
川
ふ
頭

観音崎

第二海堡

第三海堡

旗山崎

燈明崎

第三海堡
猿島

三ッ磯

大黒ふ頭

雨崎

剱崎

沖ノ島

横瀬島

安房崎

毛無島

黒崎の鼻

佃嵐崎

長津呂崎

荒崎

天神島

笠島

尾が島

長者ヶ崎

鮫島
菜島

稲村ヶ崎

日ノ出町

黄
金
町

金沢文庫

杉田

南
太
田

上大岡

井土ヶ谷

屛風浦

弘明寺

京急富岡
能見台

金沢八景

新逗子

逗子線
追浜六浦

京急田浦神武寺

逸見
安針塚

汐入
県立大学

横須賀中央

京急大津

新大津
北久里浜

堀ノ内

浦賀馬
堀
海
岸

京急久里浜

三浦海岸

三崎口

津久井浜

京急長沢
YRP野比

神奈川

戸部

横浜

子
安

仲木戸
神奈川新町

京急鶴見
花月園前

生麦

京
急
新
子
安

六郷土手

八丁畷

鶴見市場

京急川崎

雑色

川
崎
大
師

穴
守
稲
荷

産
業
道
路

東
門
前

大
鳥
居

港
町
鈴
木
町

糀
谷

小島新田

天
空
橋

大森海岸

平和島

京急蒲田

大森町
梅屋敷

鮫洲
立会川

北品川
新馬場

青物横丁

品川

泉岳寺

久里浜線

本線

本線 大師線

空港線

逗子線

久里浜線

本線

本線 大師線

空港線

日ノ出町

黄
金
町

金沢文庫

杉田

南
太
田

上大岡

井土ヶ谷

屛風浦

弘明寺

京急富岡
能見台

金沢八景

新逗子

追浜六浦

京急田浦神武寺

逸見
安針塚

汐入
県立大学

横須賀中央

京急大津

新大津
北久里浜

堀ノ内

浦賀馬
堀
海
岸

京急久里浜

三浦海岸

三崎口

津久井浜

京急長沢
YRP野比

神奈川

戸部

横浜

子
安

仲木戸
神奈川新町

京急鶴見
花月園前

生麦

京
急
新
子
安

六郷土手

八丁畷

鶴見市場

京急川崎

雑色

川
崎
大
師

穴
守
稲
荷

産
業
道
路

東
門
前

大
鳥
居

港
町
鈴
木
町

糀
谷

小島新田

天
空
橋

大森海岸

平和島

京急蒲田

大森町
梅屋敷

鮫洲
立会川

北品川
新馬場

青物横丁

品川

泉岳寺

羽田空港
国際線ターミナル
羽田空港
国際線ターミナル

羽田空港
国内線ターミナル
羽田空港
国内線ターミナル

N

0 1 2 3km

京急電鉄路線図

本 線 泉 岳 寺 浦 賀
線 名 区 間 粁程

（km）駅数
～ 56.7 50

空 港 線 京急蒲田 羽田空港国内線ターミナル～ 6.5 6
大 師 線 京急川崎 小島新田～ 4.5 6
逗 子 線 金沢八景 新 逗 子～ 5.9 3
久里浜線 堀 ノ 内 三 崎 口～ 13.4 8
合 計 87.0 73

複 線 区 間
単 線 区 間

凡　　例

泉 岳 寺 せんがくじ
（1.2）

品 川 し な が わ
（0.7）

北 品 川 きたしながわ
（0.7）

新 馬 場 しんばんば
（0.8）

青物横丁 あおものよこちょう
（0.5）

鮫 洲 さ め ず
（0.8）

立 会 川 たちあいがわ
（1.3）

大森海岸 おおもりかいがん
（0.9）

平 和 島 へいわじま
（0.8）

大 森 町 おおもりまち
（0.7）

梅 屋 敷 うめやしき
（0.8）

京急蒲田 けいきゅうかまた

雑 色 ぞ う し き
（1.2）

六郷土手 ろくごうどて
（1.2）

京急川崎 けいきゅうかわさき
（1.3）

八 丁 畷 はっちょうなわて
（0.7）

鶴見市場 つるみいちば

（0.9）
糀 谷 こ う じ や

（1.0）
大 鳥 居 おおとりい

（0.7）
穴守稲荷 あなもりいなり

（1.3）
六 浦 む つ う ら

（2.8）
神 武 寺 じ ん む じ

（1.8）
新 逗 子 し ん ず し

（0.7）
天 空 橋 てんくうばし

（1.2）
羽田空港
国際線ターミナル

はねだくうこう
こくさいせんたーみなる

羽 田空港
国内線ターミナル

はねだくうこう
こくないせんたーみなる

（2.0）

（0.8）
新 大 津 しんおおつ

（0.9）
北久里浜 きたくりはま

（2.8）
京急久里浜 けいきゅうくりはま

（2.7）
YRP野比 わいあーるぴーのび

（1.3）
京急長沢 けいきゅうながさわ

（1.2）
津久井浜 つくいはま

（1.5）
三浦海岸 みうらかいがん

（2.2）
三 崎 口 みさきぐち

（1.2）
港 町 みなとちょう

（0.8）
鈴 木 町 すずきちょう

（0.5）
川崎大師 かわさきだいし

（0.7）
東 門 前 ひがしもんぜん

（0.6）
産業道路 さんぎょうどうろ

（0.7）
小島新田 こじましんでん

（1.4）

神奈川新町 かながわしんまち
（0.5）

仲 木 戸 な か き ど
（1.0）

神 奈 川 か な が わ
（0.7）

横 浜 よ こ は ま
（1.2）

（0.7）

京急鶴見 けいきゅうつるみ
（0.8）

花月園前 かげつえんまえ
（0.8）

生 麦 な ま む ぎ
（1.4）

京急新子安 けいきゅうしんこやす
（1.0）

子 安 こ や す

県立大学 けんりつだいがく
（1.2）

堀 ノ 内 ほりのうち
（0.8）

京急大津 けいきゅうおおつ
（1.1）

馬堀海岸 まぼりかいがん
（1.3）

（　　）駅間キロ程

浦 賀 う ら が

（1.2）

京急田浦 けいきゅうたうら
（2.6）

安 針 塚 あんじんづか
（1.1）

逸 見 へ み
（1.0）

汐 入 し お い り
（0.7）

横須賀中央 よこすかちゅうおう

（1.5）

日ノ出町 ひのでちょう
（0.8）

戸 部 と べ
（1.4）

黄 金 町 こがねちょう
（0.9）

南 太 田 みなみおおた
（1.2）

井土ヶ谷 い ど が や
（1.4）

弘 明 寺 ぐみょうじ

上 大 岡 かみおおおか
（2.2）

屛 風 浦 びょうぶがうら
（1.3）

杉 田 す ぎ た

けいきゅうとみおか
（2.4）

（1.7）

のうけんだい

京急富岡
（0.7）

能 見 台

金沢文庫 かなざわぶんこ
（1.4）

金沢八景 かなざわはっけい
（1.9）

追 浜 お っ ぱ ま
（1.7）

（2.1）

　 安全最優先の意識の徹底を図るとともに，
 鉄道安全管理規程に基づき，
 安全確保に全力を傾ける。

　 法令順守の理念の実現に向け，
 コンプライアンス規程に基づき，
 コンプライアンス体制の構築・強化を図る。

※鉄道安全管理規程については,6ページに解説があります。

　当社では，鉄道安全管理規程※において，「事業の運営について，安全の確保を第一の
課題として行う」と明確に定めております。また，当社の安全方針として「安全最優先」
「鉄道安全管理規程に基づく安全確保」「コンプライアンス（法令順守）」を掲げて安全管理
体制を推進し，その目標として，責任事故ゼロの継続を目指し取り組んでおります。また，
この具体的な取り組みについては，鉄道本部安全重点施策において，方針を定めております。

　そのほかにも，鉄道安全管理規程に安全にかかわる行動規範を掲げているほか，コンプラ
イアンス規程に基づき，法令・社会規範の遵守についてコンプライアンス指針等を定めて
おります。

　なお，平成20年５月に鉄道安全管理規程の見直しを行い，当社の安全に関する基本的な
方針を鉄道安全管理規程に明文化いたしました。また，鉄道本部の年度別事業方針を，
安全重点施策として改め，安全配慮の明確化を図りました。

安全方針・安全重点施策1
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羽田空港

東浦賀町

菊名

みなとみらい

江東区
中央区

港区

品川区

大田区

川崎市
川崎区

渋谷区

目黒区

鶴見区

幸区

横須賀市

中原区

中区

世田谷区

神奈川県

横浜市

港北区

金沢区

三浦市

神奈川区

磯子区

西区

高津区

南区

保土ケ谷区

港南区

葉山町

逗子市

宮前区

狛江市

都筑区

多摩区

栄区

旭区

鎌倉市

調布市

緑区

戸塚区

青葉区

稲城市

麻生区

瀬谷区

藤沢市

泉区

府中市

葉山町

川崎区

鶴見区

幸区

中区

中原区

磯子区

港北区

西区

金沢区

高津区

神奈川区

南区

保土ケ谷区

都筑区

宮前区

港南区

栄区

青葉区

多摩区

戸塚区

旭区

緑区

麻生区

泉区

瀬谷区

麻生区

中央区

品川区

港区

大田区

目黒区

渋谷区

横須賀市

三浦市

世田谷区

子市

狛江市

調布市

鎌倉市

稲城市

府中市

川崎市

横浜市 千
葉
県

神
奈
川
県

東京都
神奈川県

千
葉
県

神
奈
川
県

東京都
神奈川県

県
（建
設中
）

大貫

津浜

勝山

富津

大浦

津久井浜

金田海岸

三戸海岸

荒崎

久留和

大浜
長者ヶ崎

東浜
片瀬西浜

随縁CC
竹岡コース

若洲
ゴルフリンクス

川崎リバー
サイドG

葉山国際CC

磯子CC

鎌倉CC鎌倉PG

川崎国際
生田緑地G

横浜CC戸塚CC

東京よみうりCC

程ヶ谷CC

多摩CC
米軍多摩G

阿部倉温泉

東京湾フェリー（久里浜～金谷）

オ
ー
シャ
ン
東
九
フェ
リ
ー（
東
京
～
徳
島
～
新
門
司
）

大
島
運
輸（
東
京
～
志
布
志
～
那
覇
）

東海汽船（横浜～大島）

観音埼灯台

よみうりランド

神宮外苑

川崎競馬場

日本民家園

東京競馬場

ジ
ャ
ン
ボ
プ
　
ル

ー

大井
競馬場

記念艦三笠

アクアミュージアム

横浜ベイサイドマリーナ
ショップス＆レストランツ

コスモワールド

金沢文庫

棟方版画
美術館

県立フラワー
センター

大仏

源頼朝上陸地碑

清澄庭園

ペリー
記念碑

盗人狩

等々力渓谷

八景原

隆起海岸

葛西臨海公園

よこはま動物園
ズーラシア

こどもの国

新江ノ島水族館 富津公園

日比谷公園

芝公園

三渓園

等々力緑地

大倉山公園

三ッ沢公園

金沢自然公園

神代植物公園

こども自然公園

府中の森公園

郷土の森

サムエル・コッキング苑

ふれあい
公園

若洲海浜公園

辰巳の森
海浜公園

富津みなと公園

海風の森

東京湾
野鳥公園

浜離宮庭園

中央海浜
公園

大師公園

自然
教育園

駒場公園

夢見ヶ崎
動物公園

駒沢公園

本牧山頂公園

来福寺

根岸
森林公園

野島公園

馬事公苑

田浦緑地

富岡総合公園

弘誓寺

砧公園

岸根公園

熊野神社

芦花公園

正行院

氷取沢
市民の森

保土ケ谷公園

　　緑ヶ丘霊園
東高根森林公園

瀬上
市民の森

自然
観察の森

鎌倉霊園

蘆花記念公園

横浜霊園

児
童
遊
園
地

あじさい公園

森戸神社

披露山公園

舞岡公園

市民の森

四季の森公園

新林公園

市民の森

日本寺

本門寺

明治神宮

岩殿寺

杉本寺

安養院

建長寺

（田代観音）

円覚寺

深大寺

長谷寺
（長谷観音）

大国魂神社

貴船神社

万福寺

妙本寺

富
岡
八
幡
宮

深
川
不
動

城南島
海浜公園

日枝神社

増上寺

青山霊園

目黒不動

曹源寺 走水神社

満昌寺

神明社

市公園墓地

浄真寺

白浜毘沙門天

武山不動

武山

豪徳寺

等々力不動

本円寺

三浦按針墓

神奈川県立保健福祉大学

法勝寺
神武寺

三浦導寸の墓

海宝院

日野公園墓地

瑞泉寺

報国寺

覚園寺

妙本寺

光明寺

明月院

白根神社

東慶寺

御霊社

大船観音

極楽寺

王禅寺琴平神社

遊行寺

江の島神社

竹岡小

富津中

青堀小

保田小

鋸南中

第五砂町小

東京海洋大

慶応大

東邦大

防衛大学校

聖心女子大

青学大

国学院大

東工大

東海大

東大

日大

昭和女子大

鶴見大

駒沢大

市大医学部

武蔵工大

慶応大

日体大

国士舘大

フェリス女学院

明大

日大(文理）

多摩美大

関東学院大

神奈川大

横浜市大

関東学院大

成城大

横浜国大

杏林大

カリタス
学園

専修大
明治大

明治学院大

鎌倉女子大

武蔵工大

国立天文台

フェリス
女学院大

日本女子大

アメリカン
スクール

警察学校

東京外語大

横浜創英短大

東洋英和女学院大

横浜美術短大

鶴川女子短大

麻生署

東京田中短大

駒沢学園

東工大

和光大

小糸川漁港

風の塔

下洲漁港

金谷漁港

富津漁港

川崎港

鴨居港

走水港

赤坂
御用地

港
賀
浦

久里浜港

京浜港

間口漁港
剱崎灯台

金田漁港

山下ふ頭

横浜港

横須賀本港

三崎港

湘南港

江戸川
クリーンタウン

富津署

第一製薬

葛西処理場

鋸山ダム

ジャスコ

東京ヘリポート

新日鉄技術センター

現代美術館

観光案内所

東京湾フェリー

中央防波堤内側
埋立地

ビッグサイト

東京フェリー
ターミナル

国際線ターミナル

第２旅客ターミナル

テレコム
センター

パレットタウン

有明
テニスの森

科学未来館

ガスの科学館

ジョイ
ポリス

船
の
科
学
館

青海流通センター

フジTV

川崎マリエン

東京国際空港

中央卸売市場

第１旅客ターミナル

中央卸売市場
大田市場

東電火力発電所

自然博物館

運輸支局

オイル
ターミナル

アークヒルズ

競艇場

国会議事堂

TBS

迎賓館

横須賀刑務所
港湾技術研究所

日赤

東京電力
火力発電所

東京湾フェリー

自衛隊

国立競技場

神宮球場

川崎競輪場

浦賀署

青
山
劇
場

競走馬
練習場

競技場
NHK

代々木公園

流通センター

東電火力発電所

シンボルタワー

しらとり園

東京医療
センター

山手署

米軍横須賀基地

総合運動公園

マイカル本牧

ベイサイドマリーナ

等々力競技場

市民ミュージアム

米軍施設

リサイクル
プラザ

三崎署

東急G

中央卸売市場

中央卸売市場

米軍石油
ターミナル

東電火力発電所

海上自衛隊

長坂GC
太田和つつじの丘

潮風アリーナ

長坂射撃場

自衛隊駐屯地

松沢病院

少年自然の家

城ヶ島
京急ホテル

シーボニア

横浜アリーナ

日産
スタジアム

卸売市場

川崎市民プラザ

 城ヶ島灯台

水源池

東大臨海
実験場

湘南国際村センター

佐島マリーナ

国際プール

砧浄水場

烏山病院

池子米軍住宅

葉山署

歴史博物館

運輸支局

葉山御用邸

県立近代美術館

裕次郎記念碑

不如帰の碑

にっかつ
映画村

小坪マリーナ

卸売市場

聖マリアンナ
医大

京王閣

調布飛行場

味の素

調布GC

免許試験場

大正堂

ふるさと村

北部斎場

多摩川競艇場

ヨットハーバー

TBS緑山
スタジオ

総合卸
センター

米軍通信隊

鋸山

お台場

皇居

城ヶ島

観音崎

油壺

八景島

江の島

鎌倉

松
陰
神
社

米軍無線送信所

鎌倉宮
国宝館

妙音寺

日本女子
体育大

逗子マリーナ

りんかいこうえん

ほた

あわかつやま

たけおか

新木場

浜金谷

 潮見

東雲

有明

有明
テニスの森

市場前

新豊洲

豊洲

国際展示場正門

羽田空港第2ビル

青海

テレコムセンター

東京テレポート

新整備場

羽田空港第1ビル

台場

有楽町

竹芝

汐留

日の出

整備場

天王洲アイル

新橋

昭和島

品川
シーサイド

流通センター

大井競馬場前

浜松町

田町

大井町

大崎

五反田

昭和

扇町

大森

戸越公園

大崎広小路

浜川崎

大川

蒲田

恵比寿

戸越銀座

蓮沼

中延

武蔵白石

不動前

　荏原中延

西小山

池上

代官山

洗足

武蔵小山

原宿

参宮橋 北参道

明治神宮前

新芝浦

川崎新町

海芝浦

浅野

千鳥町

代々木
八幡

中目黒

洗足池

弁天橋

久が原

学芸大学

石川台

北千束

武蔵新田

祐天寺

雪ガ谷大塚

御嶽山

矢向

尻手 川崎

下丸子

国道

駒
場
東
大
前

都立大学

鹿島田

代々木上原

鶴見小野

奥沢

平間

多摩川

向河原

笹塚

東北沢

三
軒
茶
屋

自由が丘

新川崎

田園調布

武蔵小杉

衣笠

新丸子

東松原

明大前

代田橋

市大医学部

尾山台

豪徳寺

元町・中華街

梅ヶ丘

元住吉

並木北

日本大通り

下高井戸

日吉

松原

山手

山下

上野毛

大口

幸浦

宮の坂

田浦

馬車道

鳥浜

並木中央

柴口

みなとみらい

経堂

海の公園南口

野島公園

永福町

武蔵中原

桜木町

武蔵新城

白楽

関内

綱島

桜上水
上北沢

八
幡
山

芦
花
公
園

千
歳
烏
山

二子玉川

菊名

西永福

新高島

妙蓮寺

二子新地

浜田山

大倉山

新杉田

千歳船橋

反町

高津

磯子

東白楽

北新横浜

新羽

溝の口
武蔵溝ノ口

平沼橋

祖師ヶ谷大蔵

梶が谷

津田山

小机

成城学園前

洋光台

保土ヶ谷

天王町

久地

宮崎台

星川

仲町台

和田町

宿河原

センター北

宮前平

港南台

センター南

鷺沼

和泉多摩川

狛江

登戸

上星川

鴨居

向ヶ丘遊園

上永谷

西谷

東戸塚

布田

鶴ヶ峰

たまプラーザ

中野島

江田

あざみ野

和
田
塚

鎌倉

本郷台

調布

市が尾

京王多摩川

稲田堤

中山

戸塚

二俣川

大船

藤が丘

南万騎が原

十日市場

多磨

矢野口 

百合ヶ丘

湘南町屋

飛田給

青葉台

湘南深沢

緑園都市

京王よみうり
ランド

白糸台

　

弥生台

武蔵野台

三ツ境

西鎌倉

田奈

稲城

競艇場前

柿生

東府中

こし腰越

目白山下

五月台

多磨霊園

片瀬山

いずみ野

湘南江の島江ノ島

長津田

是政

こどもの国

つくし野

瀬谷

南多摩

石上

いずみ中央

鵠沼

柳小路

　栗平

ゆめが丘

黒川

片瀬江ノ島

すずかけ台

府中本町

藤沢本町

湘南海岸公園

本鵠沼

久里浜

横須賀

新横浜

新百合ヶ丘

藤沢

府中

J
R
内
房
線

東西線

毘沙門
トンネル

葛西橋

清砂大橋

荒川河口橋

新富橋

若洲橋

京浜大橋

鷹野大橋

江の島大橋

東神奈川

西横浜

石川町

恩田

希望ヶ丘

柴
崎

つ
つ
じ
ヶ
丘

国
領

新
代
田

若
林

池
ノ
上

船
の
科
学
館

等
々
力

北鎌倉

稲
城
長
沼

西
調
布

京
王
稲
田
堤

仙
川

鶴
川

富
士
見
町

長
谷

由
比
ヶ
浜

極
楽
寺

稲
村
ヶ
崎

七
里
ヶ
浜

鎌
倉
高
校
前

八
景
島

福
浦

南
部
市
場

根
岸

安
善

荏
原
町

旗
の
台

長
原

大
岡
山

緑
が
丘

久
品
仏

沼
部

鵜
の
木

矢
口
渡

目
黒

渋
谷

下
北
沢世

田
谷
代
田

代
々
木

信
濃
町

喜
多
見

下
神
明

読
売
ラ
ン
ド
前

生
田

新
子
安

東芝科学館 P56

逗子
東逗子

川崎港海底
トンネル

辰巳
橋

相
生
橋

春海橋

永代橋

佃大橋

勝どき橋

扇島大橋

多
摩
川
大
橋

鶴見橋

ガス
橋

大
黒
大
橋

新鶴
見橋

丸子
橋

新二
子橋

多摩
水道
橋

落合橋

多摩
川原
橋

是
政
橋

夢
の
島
大
橋

道路湾岸

ラ
イ
ン

内
房
な
ぎ
さ

東京
港臨
海道
路

第
一
京
浜

産
業
道
路

環七通り

大師
道

富士見通り

青山
通り

第
二
京
浜

道
街

原
中

り

目黒
通

環
八
通
り

第
二
京
浜

環七通り

駒沢通
り

世田谷通り

玉川
通り

街
道

綱
島
街
道

府中

綱
島
街
道

り

環
八
通

環状3号

道

街

甲州
街道

中原

4
号

環
状

厚木街
道

環状３号

中
原

街
道

鶴
川
街
道

環
状
4
号

中原
街道

川崎街道

道

黒川道路
尻手

城ヶ島大橋

葉新
道

三浦
縦貫

道
路

本町山中
有料道路

J
R
京
葉
線

い線
りん
か

ゆり
かも
め

ゆり
かも
め

ー

東
京
モ
ノ
レ
　
ル

J
R
東
海
道
本
線

山
手
線

副
都
線
心

新幹線

東
急
目
黒
線

JR東
海道

JR横
須賀
線

池
上
線

東
急

東
急
東
横
線

賀線

東
急
多
摩
川
線

JR横須

線町
東急大井

ラ
イン

サ
イド

シー

谷
線

田

東
急
世

東
急
東
横
線

東
急
東
横

みなとみらい線

線

JR南武線

小田急
線

京王
線

JR東
海道
本線

三号線
下鉄地

横須賀線
JR

東
急
田
園
都
市
線

JR根岸
線

JR南武線

相模
鉄道

JR横浜線

相
模
鉄
道
い
ず

相模原線

み野線

電鉄

多
摩
川
線

京王

ール

島

レ

江ノ

モノ

JR東
海道
本線

南

湘

JR武蔵野線

（貨物線）

JR南武線

国線
の

相
模

ど
も
こ

鉄
道

相
模
原
線

京王

い
ず
み
野
線

多摩線

小
田
急
江
ノ
島
線

小田急

相模鉄道

小
田

東海
道新
幹線

JR

川名

境川

新井

南砂六
日曹橋

豊洲駅前

東雲

築地四

環七大井埠頭

北品川二

大鳥居

塩浜

大森東

赤坂見附

大師河原

六本木

白金一

青山一

新八ッ山橋

南蒲田

西麻布

浦賀駅前

戸越三

開国橋

二葉四

浜町

表参道

松原橋

渋谷橋

春日橋

追分

馬込銀座

大鳥神社

平塚橋

警察前

夫婦橋

中目黒

大津

遠藤町

大橋

都町

湘南橋

南千束

駅入口

尻手

三春町二

野比

柿の木坂陸橋

長沢駅入口

富ヶ谷

鶴見署前

駒沢陸橋

三軒茶屋

三宿

末吉橋

本町一

中根

下末吉

大原二

矢上

若林陸橋

大黒町入口

衣笠十字路

上末吉

三浦海岸

上馬

産能短大

深沢不動

越路

市の坪

松原

小杉十字路

駒沢

入江町

間門

不動前

世田谷三

木月四

用賀一

港北小入口

上小田中

法隆寺

樽町

池上十字路

立町

子母口小

城ヶ島入口

荒崎入口

長浜海岸入口

綱島

三戸入口

長者町五

駅前

船越町

青砥坂

千年

高田

林交差点

瀬田

橘

西岸根

富岡町

子母口

西神奈川

油つぼ入口

八幡橋

青木橋

野川

片吹

千歳台四

六浦

久末

吉野町三

栗木
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本 線 泉 岳 寺 浦 賀
線 名 区 間 粁程

（km）駅数
～ 56.7 50

空 港 線 京急蒲田 羽田空港国内線ターミナル～ 6.5 6
大 師 線 京急川崎 小島新田～ 4.5 6
逗 子 線 金沢八景 新 逗 子～ 5.9 3
久里浜線 堀 ノ 内 三 崎 口～ 13.4 8
合 計 87.0 73

複 線 区 間
単 線 区 間

凡　　例

泉 岳 寺 せんがくじ
（1.2）

品 川 し な が わ
（0.7）

北 品 川 きたしながわ
（0.7）

新 馬 場 しんばんば
（0.8）

青物横丁 あおものよこちょう
（0.5）

鮫 洲 さ め ず
（0.8）

立 会 川 たちあいがわ
（1.3）

大森海岸 おおもりかいがん
（0.9）

平 和 島 へいわじま
（0.8）

大 森 町 おおもりまち
（0.7）

梅 屋 敷 うめやしき
（0.8）

京急蒲田 けいきゅうかまた

雑 色 ぞ う し き
（1.2）

六郷土手 ろくごうどて
（1.2）

京急川崎 けいきゅうかわさき
（1.3）

八 丁 畷 はっちょうなわて
（0.7）

鶴見市場 つるみいちば

（0.9）
糀 谷 こ う じ や

（1.0）
大 鳥 居 おおとりい

（0.7）
穴守稲荷 あなもりいなり

（1.3）
六 浦 む つ う ら

（2.8）
神 武 寺 じ ん む じ

（1.8）
新 逗 子 し ん ず し

（0.7）
天 空 橋 てんくうばし

（1.2）
羽田空港
国際線ターミナル

はねだくうこう
こくさいせんたーみなる

羽 田空港
国内線ターミナル

はねだくうこう
こくないせんたーみなる

（2.0）

（0.8）
新 大 津 しんおおつ

（0.9）
北久里浜 きたくりはま

（2.8）
京急久里浜 けいきゅうくりはま

（2.7）
YRP野比 わいあーるぴーのび

（1.3）
京急長沢 けいきゅうながさわ

（1.2）
津久井浜 つくいはま

（1.5）
三浦海岸 みうらかいがん

（2.2）
三 崎 口 みさきぐち

（1.2）
港 町 みなとちょう

（0.8）
鈴 木 町 すずきちょう

（0.5）
川崎大師 かわさきだいし

（0.7）
東 門 前 ひがしもんぜん

（0.6）
産業道路 さんぎょうどうろ

（0.7）
小島新田 こじましんでん

（1.4）

神奈川新町 かながわしんまち
（0.5）

仲 木 戸 な か き ど
（1.0）

神 奈 川 か な が わ
（0.7）

横 浜 よ こ は ま
（1.2）

（0.7）

京急鶴見 けいきゅうつるみ
（0.8）

花月園前 かげつえんまえ
（0.8）

生 麦 な ま む ぎ
（1.4）

京急新子安 けいきゅうしんこやす
（1.0）

子 安 こ や す

県立大学 けんりつだいがく
（1.2）

堀 ノ 内 ほりのうち
（0.8）

京急大津 けいきゅうおおつ
（1.1）

馬堀海岸 まぼりかいがん
（1.3）

（　　）駅間キロ程

浦 賀 う ら が

（1.2）

京急田浦 けいきゅうたうら
（2.6）

安 針 塚 あんじんづか
（1.1）

逸 見 へ み
（1.0）

汐 入 し お い り
（0.7）

横須賀中央 よこすかちゅうおう

（1.5）

日ノ出町 ひのでちょう
（0.8）

戸 部 と べ
（1.4）

黄 金 町 こがねちょう
（0.9）

南 太 田 みなみおおた
（1.2）

井土ヶ谷 い ど が や
（1.4）

弘 明 寺 ぐみょうじ

上 大 岡 かみおおおか
（2.2）

屛 風 浦 びょうぶがうら
（1.3）

杉 田 す ぎ た

けいきゅうとみおか
（2.4）

（1.7）

のうけんだい

京急富岡
（0.7）

能 見 台

金沢文庫 かなざわぶんこ
（1.4）

金沢八景 かなざわはっけい
（1.9）

追 浜 お っ ぱ ま
（1.7）

（2.1）

　 安全最優先の意識の徹底を図るとともに，
 鉄道安全管理規程に基づき，
 安全確保に全力を傾ける。

　 法令順守の理念の実現に向け，
 コンプライアンス規程に基づき，
 コンプライアンス体制の構築・強化を図る。

※鉄道安全管理規程については,6ページに解説があります。

　当社では，鉄道安全管理規程※において，「事業の運営について，安全の確保を第一の
課題として行う」と明確に定めております。また，当社の安全方針として「安全最優先」
「鉄道安全管理規程に基づく安全確保」「コンプライアンス（法令順守）」を掲げて安全管理
体制を推進し，その目標として，責任事故ゼロの継続を目指し取り組んでおります。また，
この具体的な取り組みについては，鉄道本部安全重点施策において，方針を定めております。

　そのほかにも，鉄道安全管理規程に安全にかかわる行動規範を掲げているほか，コンプラ
イアンス規程に基づき，法令・社会規範の遵守についてコンプライアンス指針等を定めて
おります。

　なお，平成20年５月に鉄道安全管理規程の見直しを行い，当社の安全に関する基本的な
方針を鉄道安全管理規程に明文化いたしました。また，鉄道本部の年度別事業方針を，
安全重点施策として改め，安全配慮の明確化を図りました。

安全方針・安全重点施策1
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❶ 安全の確保を最優先とし，一致協力して輸送の使命を達成することに努める。
❷ 輸送の安全に関する法令および関連する規程（本規程を含む。以下「法令等」という。）を
 よく理解するとともにこれを遵守し，厳正かつ忠実に職務を遂行する。

❸ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努める。
❹ 職務の遂行にあたっては，憶測によらず確認の励行に努め，疑いのある場合には，
 最も安全と思われる取り扱いを行う。

❺ 事故，災害等が発生した場合は，人命救助を最優先に行動し，
 すみやかに安全適切な処置をとる。

❻ 情報は漏れなく正確，迅速に伝え，その共有化を図る。
❼ 常に問題意識を持ち，業務の見直しが必要な場合は，
 積極的に対処する。

安全に関する行動規範（鉄道安全管理規程から抜粋）

安全に関する行動規範・コンプライアンス指針安全重点施策

　鉄道安全管理規程に，全社員の安全にかかわる行動規範を定めております。

鉄道安全管理規程【行動規範】

京急グループ・コンプライアンス指針
　京急グループでは，法令や社会規範に則り，京急グループを取り巻くすべての皆さま
からの信頼にこたえ，企業市民として期待される社会的責任を果たすために，コンプ
ライアンス規程に基づき，京急グループ・コンプライアンス指針，京急グループ・役員
および従業員行動基準を策定しております。また，それらの主旨を常に意識し行動でき
るよう，社員全員に指針および基準を印刷したカードを携帯させております。

京急グループ・コンプライアンス指針（抜粋）

お客さまに対して
 お客さまの豊かな生活のために，安全で，満足を得られるサービス・商品の提供に努めます。

京急グループ・役員および従業員行動基準（抜粋）

お客さまに対して
 私たちは，常にお客さまの安全を最優先に考え，サービスや商品を提供します。

※京急グループ・コンプライアンス指針，京急グループ・役員および従業員行動基準は，当社ホームページでもご覧いただけます。
　http://www.keikyu.co.jp/csr/compliance.html
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※それぞれの安全対策の実施状況については,13ページ～31ページに解説があります。

1. 「ヒヤリハット情報」，「事故情報」，「お客さまの声」の評価，分析，対策の検討

2. 実践力の向上と技術・知識のレベルアップを目指した教育・訓練の実施

3. コミュニケーションの充実を図り，風通しのよい明るい職場づくり

4. 防災対策工事（耐震補強，トンネル補修，法面防護等）の推進

5. 京急蒲田駅付近連続立体交差事業，大師線連続立体交差事業の円滑な進捗

6. 駅，車両，列車運行における安全対策の充実

【取組計画】

【具体的な目標】

○鉄道運転事故 有責０件の継続

○インシデント ０件の継続

○輸送障害 内部要因によるもの０件，外部要因によるもの２割減少

『一人一人が責任を持ち，一致協力して，
   安全・安定輸送を確保する』

毎日，安全のために何が出来たか，安全を損なう行動はなかったか振り返ろう。

安全方針・安全重点施策1
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❼ 常に問題意識を持ち，業務の見直しが必要な場合は，
 積極的に対処する。
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 制定日　平成18年10月１日

 規程名称　　鉄道安全管理規程

 安全統括管理者
 常務取締役鉄道本部長兼事業計画推進部長※1　　小倉　俊幸

 運転管理者
 運転車両部長兼総合司令所長　松田　義明

 鉄道安全管理規程の主な内容

安全管理体制を確立し，輸送の安全水準の維持
および向上を図ることを目的としております。目 的 等

安全に関する基本的な方針や
社員の安全にかかわる行動規範を定めております。基本的な方針等

組織体制・安全統括管理者等の
責務・事故発生時の対応等を定めております。事業の実施および管理方法

運転・施設・車両等の各セクションの管理方法に
ついて定めております。輸送業務にかかわる管理方法

　当社では，取締役社長や安全統括管理者，各管理者の責務や権限，管理の体制等を明確
にした，鉄道安全管理規程を，鉄道事業法等に従い定めております。

　鉄道事業法等に基づき，各鉄道事業者は，鉄道の安全管理体制を確立するため，安全管理規程の制定や
安全統括管理者の選任等が義務付けられております。
　当社では，平成18年10月に鉄道安全管理規程を制定，安全統括管理者・運転管理者を選任し，国土交通
大臣に届け出しております。

　鉄道安全管理規程に定める，安全管理の体制は次のとおりです。
安全管理体制とその方法2

鉄道安全管理規程・安全統括管理者・運転管理者

1

2

3

4

5

安全管理体制図

※1 平成24年3月31日現在。平成24年6月28日付で取締役の使用人委嘱の変更により，安全統括管理者 小倉俊幸の役職が，常務取締役鉄道
本部長兼事業計画推進部長から常務取締役鉄道本部長に変更となりました。

安全管理体制とその方法2
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 安全統括管理者
 常務取締役鉄道本部長兼事業計画推進部長※1　　小倉　俊幸

 運転管理者
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※本報告書の内容についてのご意見・ご要望も，ぜひお寄せくださいますようお願い申しあげます。

▲事故資料展示室に掲げられたモニュメント ▲乗務区での点呼の様子

▲安全統括管理者巡視▲社長巡視 ▲係員との懇談会

京浜急行電鉄（株）　新町検車区　長嶋 謙二
　何らかの原因により架線停電した時，車両搭載の
バッテリーで対応していますが，時間とともにバッテリー
容量が低下し，停電が復帰しても，補助電源装置（SIV）を
起動する電圧が無くなってしまった場合，車両は動く
ことができなくなってしまいます。この「非常用携帯
バッテリー」は，補助電源装置（SIV）が起動できなく
なった場合，検車係員が現場へ急行し，補助電源装置
（SIV）を起動させるためのものです。製作に当たって，
持ち運びを容易にするのに苦労しましたが，簡単な操作
手順で早期復旧が可能となりました。今後もお客さまに
安心してご利用いただけるよう努めていきます。

メッセージ

　安全管理体制を効果的に機能させるため，様々な会議や運動を実施するとともに，経営トップの意思をはじめと
する鉄道の安全に関する情報の共有化を図りながら，安全管理体制の整備の推進や継続的な見直しを行って
おります。

　鉄道事故の原因究明や，その対策，鉄道輸送の安全の確保
に関する体制の見直し・改善の検討を行い，事故防止を図るため，
昭和52年から毎月実施しており，この委員会の結果は，取締役
社長へ報告されます。
　ヒヤリハット情報の報告もこの委員会を通じて行われます。

　各職場における業務の向上・改善に関する提案を通じて，事故防止や
労働安全衛生の改善を図っております。平成23年度では，新町検車区の
「非常用バッテリーおよび運搬用収納箱の作製」の提案が，最優秀提案と
して表彰されました。

　総合司令所長を中心として，駅・運転・施設・車両等の各現業長
や鉄道関係グループ会社の所長等約50名が参加する会議を
隔月で実施しており，現業の情報の共有化を図っております。

　取締役社長や安全統括管理者をはじめとする，役員および鉄道本部内の各部長が，鉄道の安全を支える現業を
巡視し，現場の取り組み状況を確認するとともに，意見交換を行い，社員の安全意識の高揚を図っております。

　平成20年１月から，鉄道安全管理規程に基づく安全管理体制構築のための
取り組みを推進するため，安全対策担当を事務局として，各部の課長クラスの
安全推進リーダーと担当者の合計約30名で鉄道安全推進チームを組織し，
鉄道安全監査の実施や安全確保に係る情報の共有,各種懸案事項の整理・
分析などを図っております。

　社員の労働安全衛生意識の高揚等
を図るため，毎月25日を安全衛生日
として，朝礼や点呼時などに安全の
誓いの唱和を実施しております。

　当社の鉄道事業の安全確保のための取り組みや安全の実態について，皆さまにご理解いただくため，平成18年度分
から，鉄道事業法に基づき鉄道安全報告書を公表しております。

▲非常用バッテリーおよび運搬用収納箱

取締役社長・安全統括管理者等による職場巡視

総合司令所現業長会議

改善提案制度

鉄道安全推進チーム

「安全の誓い」の唱和

鉄道の安全に関する情報の公表（鉄道安全報告書）

安全管理の方法

鉄道事故防止対策委員会

安全管理体制とその方法2
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※本報告書の内容についてのご意見・ご要望も，ぜひお寄せくださいますようお願い申しあげます。

▲事故資料展示室に掲げられたモニュメント ▲乗務区での点呼の様子

▲安全統括管理者巡視▲社長巡視 ▲係員との懇談会

京浜急行電鉄（株）　新町検車区　長嶋 謙二
　何らかの原因により架線停電した時，車両搭載の
バッテリーで対応していますが，時間とともにバッテリー
容量が低下し，停電が復帰しても，補助電源装置（SIV）を
起動する電圧が無くなってしまった場合，車両は動く
ことができなくなってしまいます。この「非常用携帯
バッテリー」は，補助電源装置（SIV）が起動できなく
なった場合，検車係員が現場へ急行し，補助電源装置
（SIV）を起動させるためのものです。製作に当たって，
持ち運びを容易にするのに苦労しましたが，簡単な操作
手順で早期復旧が可能となりました。今後もお客さまに
安心してご利用いただけるよう努めていきます。

メッセージ

　安全管理体制を効果的に機能させるため，様々な会議や運動を実施するとともに，経営トップの意思をはじめと
する鉄道の安全に関する情報の共有化を図りながら，安全管理体制の整備の推進や継続的な見直しを行って
おります。

　鉄道事故の原因究明や，その対策，鉄道輸送の安全の確保
に関する体制の見直し・改善の検討を行い，事故防止を図るため，
昭和52年から毎月実施しており，この委員会の結果は，取締役
社長へ報告されます。
　ヒヤリハット情報の報告もこの委員会を通じて行われます。

　各職場における業務の向上・改善に関する提案を通じて，事故防止や
労働安全衛生の改善を図っております。平成23年度では，新町検車区の
「非常用バッテリーおよび運搬用収納箱の作製」の提案が，最優秀提案と
して表彰されました。

　総合司令所長を中心として，駅・運転・施設・車両等の各現業長
や鉄道関係グループ会社の所長等約50名が参加する会議を
隔月で実施しており，現業の情報の共有化を図っております。

　取締役社長や安全統括管理者をはじめとする，役員および鉄道本部内の各部長が，鉄道の安全を支える現業を
巡視し，現場の取り組み状況を確認するとともに，意見交換を行い，社員の安全意識の高揚を図っております。

　平成20年１月から，鉄道安全管理規程に基づく安全管理体制構築のための
取り組みを推進するため，安全対策担当を事務局として，各部の課長クラスの
安全推進リーダーと担当者の合計約30名で鉄道安全推進チームを組織し，
鉄道安全監査の実施や安全確保に係る情報の共有,各種懸案事項の整理・
分析などを図っております。

　社員の労働安全衛生意識の高揚等
を図るため，毎月25日を安全衛生日
として，朝礼や点呼時などに安全の
誓いの唱和を実施しております。

　当社の鉄道事業の安全確保のための取り組みや安全の実態について，皆さまにご理解いただくため，平成18年度分
から，鉄道事業法に基づき鉄道安全報告書を公表しております。

▲非常用バッテリーおよび運搬用収納箱

取締役社長・安全統括管理者等による職場巡視

総合司令所現業長会議

改善提案制度

鉄道安全推進チーム

「安全の誓い」の唱和

鉄道の安全に関する情報の公表（鉄道安全報告書）

安全管理の方法

鉄道事故防止対策委員会

安全管理体制とその方法2
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▲改善前

会議報告

鉄道安全推進チーム打合せ 鉄道事故防止対策委員会

取締役社長
報告

マネジメント
レビュー
報告書

【ホーム柱の土台を囲むポールを設置】
お客さまがホームの柱の土台につまずいてしまったという
事象を受けて，品川駅のホーム柱のコンクリート土台を
囲むようにポールを設置しました。

【職員用の階段にスリップテープを貼付】
階段を下りるとき，段差と階段の網目を見間違え，踏み外し
そうになったという事象を受けて，階段に黄色のテープを
貼り，段差がわかるようにしました。

平成23年度のヒヤリハット情報による改善例

ヒヤリハット報告の流れ

現 業 安全対策担当 回覧・配布

対策の実施

担当者

担当部

部内の
会議

職場内の
会議

安全情報報告
（ヒヤリハット報告）

鉄道事故防止
対策小委員会
（必要時開催）

鉄道事故防止対策委員会

社　員

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
意
見
・
気
付
き

報
告

報
告

報
告

報
告

担当者現業長

監査役

関係部

鉄道関係
役員

鉄道本部内
各部

鉄道本部内
全現業

安全重点施策

取締役
社長

▲改善後

　「事故の芽」や「ヒヤリハット」等，輸送の安全に係る情報については，従来から各現業において収集，活用を図って
おりましたが，この体制をさらに一歩進め，報告を体系的に集約・活用する体制を整備しております。

　当社では，万一の事故発生時に備えて，緊急時の体制を整えており，実際に事故が発生した場合に機能する
よう，日ごろから整備や訓練を行っております。

　各職場の職員によるヒヤリハット情報，意見・気付きのほか，事故情報，関係官庁から
の通達情報，各種報道情報等の，あらゆる安全情報を記載した「安全情報報告」を毎月
編集し，これらの情報を共有化することで，事故・トラブルの要因等を現業と本社が一体
となって究明し対応の見直しを図るなど，安全管理体制の構築に活用しております。

　鉄道の安全管理体制の強化プロセスの確認として，現状を整理し，問題点を把握して，
見直し・改善へつなげる取り組みを行うため，毎年，鉄道安全監査を実施しております。
　平成23年度鉄道安全監査（一般監査）では，取締役社長以下，鉄道の安全確保について
重要な役割を担う各管理者に対して，書類や記録の確認のほか，直接鉄道業務にかかわる
管理者に対してはインタビュー形式による監査等を行い，鉄道安全管理規程に基づく
安全管理体制の構築状況について確認をいたしました。

　地震災害や風水害，重大事故発生の際に，情報の共有や的確な指示・伝達が行える
よう，常設の対策本部室を設置しております。なお，この対策本部室は万一被災した場合を
想定し，２か所に整備しておりましたが,東日本大震災における対応を踏まえ,平成23年度に
本社に増設いたしました。

　鉄道の事故や災害の応急作業は，緊急性を要する場合がありますので，
道路交通法に定める緊急自動車の指定を受けた車両を沿線に12台配備し，
緊急事態に備えております。また,脱線復旧機材を搭載した軌陸車・トラック
タイプの緊急自動車を配備しております。
※緊急時に備えた各種訓練の実施状況については,30ページ・31ページをご覧ください。

　職員が通勤時および私用などで当社線を利用している際に，
事故や災害などに遭遇し，急遽現場にて支援活動を行う際の緊急
時支援活動用ワッペンを配布しております。このワッペンは常に
携帯しており，緊急時には胸元に貼り付け支援活動を行います。

　各部が日々の見直しにより継続的に改善している内容をはじめとする，安全管理の取り組みを題材として，総括的な
安全管理体制の見直し（マネジメントレビュー）を行うため，安全管理体制の実態と課題を網羅した「マネジメントレビュー
報告書」を作成し，次年度の安全重点施策や各種取り組み等に反映させております。なお,平成22年度より,安全管理
体制上の課題や指摘等に対する取り組み状況の途中経過を把握するため,年度途中に中間見直しを行い,年2回の
見直しを行うこととしております。

方針や取り組みに反映

緊急時対応の体制

対策本部室の整備

緊急自動車の配置

緊急時支援活動用ワッペン

安全情報報告ヒヤリハット報告

鉄道安全監査

総括的な安全管理体制の見直し（マネジメントレビュー）

▲訓練で使用した様子

安全管理体制とその方法2
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▲改善前

会議報告

鉄道安全推進チーム打合せ 鉄道事故防止対策委員会

取締役社長
報告

マネジメント
レビュー
報告書

【ホーム柱の土台を囲むポールを設置】
お客さまがホームの柱の土台につまずいてしまったという
事象を受けて，品川駅のホーム柱のコンクリート土台を
囲むようにポールを設置しました。

【職員用の階段にスリップテープを貼付】
階段を下りるとき，段差と階段の網目を見間違え，踏み外し
そうになったという事象を受けて，階段に黄色のテープを
貼り，段差がわかるようにしました。

平成23年度のヒヤリハット情報による改善例

ヒヤリハット報告の流れ

現 業 安全対策担当 回覧・配布

対策の実施

担当者

担当部

部内の
会議

職場内の
会議

安全情報報告
（ヒヤリハット報告）

鉄道事故防止
対策小委員会
（必要時開催）

鉄道事故防止対策委員会

社　員

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
意
見
・
気
付
き

報
告

報
告

報
告

報
告

担当者現業長

監査役

関係部

鉄道関係
役員

鉄道本部内
各部

鉄道本部内
全現業

安全重点施策

取締役
社長

▲改善後

　「事故の芽」や「ヒヤリハット」等，輸送の安全に係る情報については，従来から各現業において収集，活用を図って
おりましたが，この体制をさらに一歩進め，報告を体系的に集約・活用する体制を整備しております。

　当社では，万一の事故発生時に備えて，緊急時の体制を整えており，実際に事故が発生した場合に機能する
よう，日ごろから整備や訓練を行っております。

　各職場の職員によるヒヤリハット情報，意見・気付きのほか，事故情報，関係官庁から
の通達情報，各種報道情報等の，あらゆる安全情報を記載した「安全情報報告」を毎月
編集し，これらの情報を共有化することで，事故・トラブルの要因等を現業と本社が一体
となって究明し対応の見直しを図るなど，安全管理体制の構築に活用しております。

　鉄道の安全管理体制の強化プロセスの確認として，現状を整理し，問題点を把握して，
見直し・改善へつなげる取り組みを行うため，毎年，鉄道安全監査を実施しております。
　平成23年度鉄道安全監査（一般監査）では，取締役社長以下，鉄道の安全確保について
重要な役割を担う各管理者に対して，書類や記録の確認のほか，直接鉄道業務にかかわる
管理者に対してはインタビュー形式による監査等を行い，鉄道安全管理規程に基づく
安全管理体制の構築状況について確認をいたしました。

　地震災害や風水害，重大事故発生の際に，情報の共有や的確な指示・伝達が行える
よう，常設の対策本部室を設置しております。なお，この対策本部室は万一被災した場合を
想定し，２か所に整備しておりましたが,東日本大震災における対応を踏まえ,平成23年度に
本社に増設いたしました。

　鉄道の事故や災害の応急作業は，緊急性を要する場合がありますので，
道路交通法に定める緊急自動車の指定を受けた車両を沿線に12台配備し，
緊急事態に備えております。また,脱線復旧機材を搭載した軌陸車・トラック
タイプの緊急自動車を配備しております。
※緊急時に備えた各種訓練の実施状況については,30ページ・31ページをご覧ください。

　職員が通勤時および私用などで当社線を利用している際に，
事故や災害などに遭遇し，急遽現場にて支援活動を行う際の緊急
時支援活動用ワッペンを配布しております。このワッペンは常に
携帯しており，緊急時には胸元に貼り付け支援活動を行います。

　各部が日々の見直しにより継続的に改善している内容をはじめとする，安全管理の取り組みを題材として，総括的な
安全管理体制の見直し（マネジメントレビュー）を行うため，安全管理体制の実態と課題を網羅した「マネジメントレビュー
報告書」を作成し，次年度の安全重点施策や各種取り組み等に反映させております。なお,平成22年度より,安全管理
体制上の課題や指摘等に対する取り組み状況の途中経過を把握するため,年度途中に中間見直しを行い,年2回の
見直しを行うこととしております。

方針や取り組みに反映

緊急時対応の体制

対策本部室の整備

緊急自動車の配置

緊急時支援活動用ワッペン

安全情報報告ヒヤリハット報告

鉄道安全監査

総括的な安全管理体制の見直し（マネジメントレビュー）

▲訓練で使用した様子

安全管理体制とその方法2
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鉄道事業
設備投資総額

約200
億円

平成23年度実績

駅改良工事
約34億円防災対策工事

約34億円

連続立体化工事
約15億円

車両の
代替新造・更新
約47億円電気設備更新

約30億円

出改札業務（駅務機器等）工事 ほか
約17億円

その他
約23億円

安全関係設備投資額

183億円（91.5％）

（進行方向）

速

　度

速度超過すると
ブレーキ動作

再度加速して
速度超過しても
ブレーキ動作

停止信号手前で
絶対停止

先行列車

停止信号警戒信号注意信号 （B点）

45km/h

25km/h

通常運転
制限速度

速度超過
した場合

鉄道安全管理規程
に基づく

PDCAサイクル

P

D

C

A Do（実行）

Act
（見直し・改善）

Plan（計画）
鉄道の安全に関する施策・
対策の策定

具体的な施策・対策の実施

法面防護工事

Check（評価）
施策の進捗管理・対策の効果確認

施策や対策の見直し・改善

鉄道安全監査

安全方針・安全重点施策

マネジメントレビュー報告書

「踏切道防護システム」動作概要

❶ 東日本大震災ならびに計画停電を踏まえた対応状況について，引き続き精力的に進めていくとともに，適時適切に
見直し・改善が図られるような仕組みを検討しております。

❷ 各部において，文書・記録の作成と管理や維持についての取り組みを検討しております。
❸ ヒヤリ・ハット情報の報告・収集を更に活性化させるための方策について検討しております。

　安全管理体制は，計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→見直し・改善（Act）の体制（ＰＤＣＡサイクル）を
維持していくことが大切です。当社では，鉄道安全管理規程をはじめ，現在行っている体制を常に見直し，
改善に向けた取り組みを行っております。

　平成23年度の取り組みをはじめ，様々な当社の安全対策を紹介いたします。

　当社では，中長期的視点から安全対策への
設備投資を継続的に実施しており，平成23年
度実績では，約200億円の鉄道事業設備投資
を行いました。これらの投資は，様々な面で
鉄道の安全対策に関係する投資ということが
出来ますが，その中でも，特に安全に密接な
関係のある設備投資については，平成23年
度実績において約183億円で，これは鉄道
事業における設備投資額のおよそ9割に
あたります。

　C-ATSの機能向上による「踏切道防護システム」を平成２３年度
導入の本線・久里浜線に引き続き，平成２４年６月に空港線・
大師線・逗子線へ導入し，全線の整備が完了しました。この
システムは，駅に停車すべき列車が誤って駅を通過した場合に，
踏切道手前までに列車を停止させるか，踏切遮断機の遮断が
完了した後に列車が踏切道を通過するように列車を制御し，
踏切道における更なる安全性を向上したものです。

　ATS（自動列車停止装置）は，運転士が誤って停止信号を
現示する区間に進入しない様に，停止信号の手前に自動的に
列車等を停止させるバックアップ装置です。当社では，昭和43年
から1号型ATSを導入し，運転士の安全運転をバックアップ
してきましたが，さらなる安全性の向上を目指し，新型の高機能
ATSに更新する工事を進め，平成21年2月14日，当社全線で
運用を開始いたしました。
　この高機能ATS（C-ATS）は，高い信頼性と安全性が実証
されているデジタル符号伝送方式を採用，それぞれの信号区間の
制限速度に合わせたより細かい速度照査（スピードチェック）が
可能になったほか，信号区間内を連続的に制御することができます。
また，急曲線区間や分岐区間（ポイント），線路終端部などでの
速度制限にも対応し，保安度がさらに向上しました。

C -ATSの導入

踏切道防護システムの導入

C-ATSの動作概要

京急鉄道施設（株）　金沢文庫通信区　三留 辰巳
　踏切道防護システム導入においては，通行者と
鉄道の交差点である踏切の安全性を確保しつつ
既存の設備を改良するため，施工方法や作業
手順を入念に調整・検証し，細心の注意を払い
関係者一丸となって作業を実施しました。

メッセージ

安全管理体制の見直しと継続的な改善

高機能ATSの導入

安全対策への設備投資

安全管理体制の見直し事項と課題

安全対策の実施状況3

安全対策の実施状況3安全管理体制とその方法2
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鉄道事業
設備投資総額

約200
億円

平成23年度実績

駅改良工事
約34億円防災対策工事

約34億円

連続立体化工事
約15億円

車両の
代替新造・更新
約47億円電気設備更新

約30億円

出改札業務（駅務機器等）工事 ほか
約17億円

その他
約23億円

安全関係設備投資額

183億円（91.5％）

（進行方向）

速

　度

速度超過すると
ブレーキ動作

再度加速して
速度超過しても
ブレーキ動作

停止信号手前で
絶対停止

先行列車

停止信号警戒信号注意信号 （B点）

45km/h

25km/h

通常運転
制限速度

速度超過
した場合

鉄道安全管理規程
に基づく

PDCAサイクル

P

D

C

A Do（実行）

Act
（見直し・改善）

Plan（計画）
鉄道の安全に関する施策・
対策の策定

具体的な施策・対策の実施

法面防護工事

Check（評価）
施策の進捗管理・対策の効果確認

施策や対策の見直し・改善

鉄道安全監査

安全方針・安全重点施策

マネジメントレビュー報告書

「踏切道防護システム」動作概要

❶ 東日本大震災ならびに計画停電を踏まえた対応状況について，引き続き精力的に進めていくとともに，適時適切に
見直し・改善が図られるような仕組みを検討しております。

❷ 各部において，文書・記録の作成と管理や維持についての取り組みを検討しております。
❸ ヒヤリ・ハット情報の報告・収集を更に活性化させるための方策について検討しております。

　安全管理体制は，計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→見直し・改善（Act）の体制（ＰＤＣＡサイクル）を
維持していくことが大切です。当社では，鉄道安全管理規程をはじめ，現在行っている体制を常に見直し，
改善に向けた取り組みを行っております。

　平成23年度の取り組みをはじめ，様々な当社の安全対策を紹介いたします。

　当社では，中長期的視点から安全対策への
設備投資を継続的に実施しており，平成23年
度実績では，約200億円の鉄道事業設備投資
を行いました。これらの投資は，様々な面で
鉄道の安全対策に関係する投資ということが
出来ますが，その中でも，特に安全に密接な
関係のある設備投資については，平成23年
度実績において約183億円で，これは鉄道
事業における設備投資額のおよそ9割に
あたります。

　C-ATSの機能向上による「踏切道防護システム」を平成２３年度
導入の本線・久里浜線に引き続き，平成２４年６月に空港線・
大師線・逗子線へ導入し，全線の整備が完了しました。この
システムは，駅に停車すべき列車が誤って駅を通過した場合に，
踏切道手前までに列車を停止させるか，踏切遮断機の遮断が
完了した後に列車が踏切道を通過するように列車を制御し，
踏切道における更なる安全性を向上したものです。

　ATS（自動列車停止装置）は，運転士が誤って停止信号を
現示する区間に進入しない様に，停止信号の手前に自動的に
列車等を停止させるバックアップ装置です。当社では，昭和43年
から1号型ATSを導入し，運転士の安全運転をバックアップ
してきましたが，さらなる安全性の向上を目指し，新型の高機能
ATSに更新する工事を進め，平成21年2月14日，当社全線で
運用を開始いたしました。
　この高機能ATS（C-ATS）は，高い信頼性と安全性が実証
されているデジタル符号伝送方式を採用，それぞれの信号区間の
制限速度に合わせたより細かい速度照査（スピードチェック）が
可能になったほか，信号区間内を連続的に制御することができます。
また，急曲線区間や分岐区間（ポイント），線路終端部などでの
速度制限にも対応し，保安度がさらに向上しました。

C -ATSの導入

踏切道防護システムの導入

C-ATSの動作概要

京急鉄道施設（株）　金沢文庫通信区　三留 辰巳
　踏切道防護システム導入においては，通行者と
鉄道の交差点である踏切の安全性を確保しつつ
既存の設備を改良するため，施工方法や作業
手順を入念に調整・検証し，細心の注意を払い
関係者一丸となって作業を実施しました。

メッセージ

安全管理体制の見直しと継続的な改善

高機能ATSの導入

安全対策への設備投資

安全管理体制の見直し事項と課題

安全対策の実施状況3

安全対策の実施状況3安全管理体制とその方法2
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上り線を立体化した国道15号踏切と京急蒲田駅 上下線の立体化が完了した環状8号線踏切

平面図

※連続立体交差事業は「東京都が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。

　現在，京急蒲田駅付近で行っているこの事業は，平和島駅から六郷土手駅まで約4.7km，および京急蒲田駅
から大鳥居駅まで延長約1.3kmの合計約6.0kmを立体交差化し，環状8号線および国道15号（第一京浜）
を含む28か所の踏切道を廃止するもので，事業により踏切事故や道路渋滞を解消し，安全性の向上や交通
の円滑化を図ります。
　事業は平成13年から着手しており，平成22年5月には事業区間全線の上り線を高架化したことに続き，
同年9月には環状8号線付近の下り線を高架化し，環状8号線踏切を廃止しました。これにより鉄道と道路の
安全性が大きく向上した他，踏切による交通渋滞が解消しました。
　引き続き平成24年10月の全線下り線高架化を目指し，早期事業完成に努めます。
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▲完成イメージ

※連続立体交差事業は「川崎市が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。

産業道路駅

東門前第3踏切道 産業道路第1踏切道

産業道路第2踏切道
小島新田駅

延長約980m

堀割 堀割箱型トンネル

プラットホーム

プラットホーム

東門前駅京急蒲田駅付近の完成イメージ

▲掘削工事▲防水工事

工事の様子

京急蒲田駅付近連続立体交差事業 大師線連続立体交差事業
　川崎市の都市計画事業として行われている，大師線連続立体
交差事業（地下化）のうち，段階的整備として，平成18年9月から，
東門前駅付近～小島新田駅付近の約980ｍの区間において地下化
工事を行っております。この工事により，産業道路第1踏切道（東京
大師横浜線）を含む３か所（東門前第3踏切道・産業道路第1・第2
踏切道）の踏切道がなくなります。平成23年度は，平成22年度に
引き続き，土留杭打ち・工事桁架設・掘削工事を進めております。
　なお，大師線連続立体交差事業（地下化）は，大師線約５ｋｍの
ほぼ全線を地下化することにより，計14か所の踏切道を廃止し，
踏切事故や交通渋滞を解消し，安全性の向上や道路交通の円滑化を
図るものです。

安全対策の実施状況3
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上り線を立体化した国道15号踏切と京急蒲田駅 上下線の立体化が完了した環状8号線踏切

平面図

※連続立体交差事業は「東京都が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。

　現在，京急蒲田駅付近で行っているこの事業は，平和島駅から六郷土手駅まで約4.7km，および京急蒲田駅
から大鳥居駅まで延長約1.3kmの合計約6.0kmを立体交差化し，環状8号線および国道15号（第一京浜）
を含む28か所の踏切道を廃止するもので，事業により踏切事故や道路渋滞を解消し，安全性の向上や交通
の円滑化を図ります。
　事業は平成13年から着手しており，平成22年5月には事業区間全線の上り線を高架化したことに続き，
同年9月には環状8号線付近の下り線を高架化し，環状8号線踏切を廃止しました。これにより鉄道と道路の
安全性が大きく向上した他，踏切による交通渋滞が解消しました。
　引き続き平成24年10月の全線下り線高架化を目指し，早期事業完成に努めます。
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▲完成イメージ

※連続立体交差事業は「川崎市が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。

産業道路駅

東門前第3踏切道 産業道路第1踏切道

産業道路第2踏切道
小島新田駅

延長約980m

堀割 堀割箱型トンネル

プラットホーム

プラットホーム

東門前駅京急蒲田駅付近の完成イメージ

▲掘削工事▲防水工事

工事の様子

京急蒲田駅付近連続立体交差事業 大師線連続立体交差事業
　川崎市の都市計画事業として行われている，大師線連続立体
交差事業（地下化）のうち，段階的整備として，平成18年9月から，
東門前駅付近～小島新田駅付近の約980ｍの区間において地下化
工事を行っております。この工事により，産業道路第1踏切道（東京
大師横浜線）を含む３か所（東門前第3踏切道・産業道路第1・第2
踏切道）の踏切道がなくなります。平成23年度は，平成22年度に
引き続き，土留杭打ち・工事桁架設・掘削工事を進めております。
　なお，大師線連続立体交差事業（地下化）は，大師線約５ｋｍの
ほぼ全線を地下化することにより，計14か所の踏切道を廃止し，
踏切事故や交通渋滞を解消し，安全性の向上や道路交通の円滑化を
図るものです。

安全対策の実施状況3
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▲杉田～京急富岡駅間 ▲六浦～神武寺駅間 ▲津久井浜～三浦海岸駅間

❹ 非常停止ボタン（異常報知装置）の設置
　ホーム上の「非常停止ボタン」を押すことで，運転士に危険を知らせる
ことができる装置を設置し，事故の防止を図っております。平成23年度は
天空橋駅，羽田空港国内線ターミナル駅，小島新田駅，六浦駅，三浦海岸駅，
三崎口駅に設置工事を実施，現在72駅全てに設置しております。また，
視認性を向上させるために，押ボタン用表示板を改良いたしました。

　地震発生時の高架橋の安全性を向上させるべく，横浜～南太田駅間において，耐震補強工事を行っております。
現在は駅部等を中心に，引き続き完成に向け，鋭意工事を行っております。

❷ 六浦駅上りホーム隙間対策工事
　六浦駅上りホームは，東急車輛製造（株）（現（株）総合車両製作所）からの車両出荷のため，ホームと列車の間が
広く空いておりましたが，平成２３年度に線路工事とホーム改良工事を実施し，隙間を縮めました。

　耐震補強工事については，品川駅構内引上線高架橋の補強工事が完成いたしました。
　平成２4年度は引き続き，鶴見川橋梁をはじめ各橋の補強工事を進めております。

　法面防護工事(落石防護柵，吹付法枠等の補強)を推進し，平成２3年度では，杉田～京急富岡駅間，六浦～神武寺駅間
などで実施いたしました。
　また，平成22年度に引き続き沿線の法面の安全性について健全度の調査を行いました。
現在は，津久井浜～三浦海岸駅間などにおいて防護工事を進めております。

　将来にわたり列車の安全運行を確保するため，トンネルの点検を定期的に
実施しているほか，平成23年度では，泉岳寺～品川駅間，戸部～日ノ出町駅間，
南太田～井土ヶ谷駅間，京急田浦～安針塚駅間，逸見～汐入駅間，馬堀海岸～
浦賀駅間，YRP野比～京急長沢駅間で，補修工事（覆工背面空隙注入工，
断面補修工，漏水防止工）を実施しております。平成24年度以降も,継続的に
工事を進めてまいります。

▲品川駅構内引上線高架橋 ▲鶴見川橋梁

❸ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の全駅設置
　安全に安心してご利用いただける駅を目指し，ＡＥＤ（自動体外式
除細動器）を，泉岳寺を除く全72駅（81台）に設置しております。

※ＡＥＤの導入に際して，全駅の係員が普通救命講習を受講しております。

工事前 27cm 工事後 8cm

防災対策工事 その他の安全対策の状況

駅の安全対策横浜～南太田駅間高架橋耐震補強工事

その他の耐震補強工事

トンネル補修工事

法面防護工事

▲新設した振分装置

❶ 横浜駅下りホーム一部拡幅工事
　横浜駅は，平成１８年度に下り専用ホームを新設しましたが，旅客の安全性および利便性をより一層高めるため，
階段脇の通路を一部拡幅しました。

品川方 浦賀方上りプラットホーム

下りプラットホーム
拡幅部分

拡幅部分

安全対策の実施状況3
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▲杉田～京急富岡駅間 ▲六浦～神武寺駅間 ▲津久井浜～三浦海岸駅間

❹ 非常停止ボタン（異常報知装置）の設置
　ホーム上の「非常停止ボタン」を押すことで，運転士に危険を知らせる
ことができる装置を設置し，事故の防止を図っております。平成23年度は
天空橋駅，羽田空港国内線ターミナル駅，小島新田駅，六浦駅，三浦海岸駅，
三崎口駅に設置工事を実施，現在72駅全てに設置しております。また，
視認性を向上させるために，押ボタン用表示板を改良いたしました。

　地震発生時の高架橋の安全性を向上させるべく，横浜～南太田駅間において，耐震補強工事を行っております。
現在は駅部等を中心に，引き続き完成に向け，鋭意工事を行っております。

❷ 六浦駅上りホーム隙間対策工事
　六浦駅上りホームは，東急車輛製造（株）（現（株）総合車両製作所）からの車両出荷のため，ホームと列車の間が
広く空いておりましたが，平成２３年度に線路工事とホーム改良工事を実施し，隙間を縮めました。

　耐震補強工事については，品川駅構内引上線高架橋の補強工事が完成いたしました。
　平成２4年度は引き続き，鶴見川橋梁をはじめ各橋の補強工事を進めております。

　法面防護工事(落石防護柵，吹付法枠等の補強)を推進し，平成２3年度では，杉田～京急富岡駅間，六浦～神武寺駅間
などで実施いたしました。
　また，平成22年度に引き続き沿線の法面の安全性について健全度の調査を行いました。
現在は，津久井浜～三浦海岸駅間などにおいて防護工事を進めております。

　将来にわたり列車の安全運行を確保するため，トンネルの点検を定期的に
実施しているほか，平成23年度では，泉岳寺～品川駅間，戸部～日ノ出町駅間，
南太田～井土ヶ谷駅間，京急田浦～安針塚駅間，逸見～汐入駅間，馬堀海岸～
浦賀駅間，YRP野比～京急長沢駅間で，補修工事（覆工背面空隙注入工，
断面補修工，漏水防止工）を実施しております。平成24年度以降も,継続的に
工事を進めてまいります。

▲品川駅構内引上線高架橋 ▲鶴見川橋梁

❸ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の全駅設置
　安全に安心してご利用いただける駅を目指し，ＡＥＤ（自動体外式
除細動器）を，泉岳寺を除く全72駅（81台）に設置しております。

※ＡＥＤの導入に際して，全駅の係員が普通救命講習を受講しております。

工事前 27cm 工事後 8cm

防災対策工事 その他の安全対策の状況

駅の安全対策横浜～南太田駅間高架橋耐震補強工事

その他の耐震補強工事

トンネル補修工事

法面防護工事

▲新設した振分装置

❶ 横浜駅下りホーム一部拡幅工事
　横浜駅は，平成１８年度に下り専用ホームを新設しましたが，旅客の安全性および利便性をより一層高めるため，
階段脇の通路を一部拡幅しました。

品川方 浦賀方上りプラットホーム

下りプラットホーム
拡幅部分

拡幅部分

安全対策の実施状況3
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❼ 地下駅の火災対策
　地下駅の大鳥居駅，天空橋駅，羽田空港国際線ターミナル駅，羽田空港国内線ターミナル駅においては，屋内
消火栓設備や排煙設備の整備などの火災対策を行っております。また，平成15年に韓国テグ市で発生した地下
鉄火災事故を受け改正された国土交通省令等に基づき，蓄光明示物や誘導案内看板の設置，売店の不燃化や
スプリンクラー設置などを行っております。

❷ 車両の更新・改造
　現有車両についても，車体や制御装置の更新・改造や火災対策基準
への対応，バリアフリー化などを行い，安全性，快適性の向上に努めて
おります。
●更新　 600形 20両　 8両編成×2本

4両編成×1本
●改造　1500形  6両 （6両編成×1本）

❸ 非常脱出ハシゴの装備
　平成18年度以降に新造した車両には，万一の場合の車外への脱出を
考慮し，非常脱出ハシゴを装備しております。また，この非常脱出ハシゴは，
救援車両や各駅，駅間の長い場所の沿線にも設置しております。

❹ 転落防止幌・転落防止警報装置
　車両の連結面からのお客さまの転落を防ぐため，一部の車両を除き転落
防止幌を設置しております。また，先頭車両同士が連結する部分では，
構造上転落防止幌を設置できないため，音声等により注意を促す装置を
設置している車両もあります。

▲蓄光明示物

※各駅や駅間に設置した非常脱出ハシゴについては25ページをご覧ください。

▲避難経路図 ▲売店内スプリンクラー

❺ 携帯型列車無線
　運輸司令と乗務員室との間で通話ができる列車無線装置について，
乗務員室から離れても通話ができるよう，携帯型列車無線をすべての
運転台へ搭載しております。

❻ 運転士異常時列車停止装置（デッドマン装置）
　運転士の異常発生時に列車を自動的に停止させる装置（デッドマン装置）は，従来から全運転台に装備しておりますが，
弱いブレーキ中や惰行中にも，一定時間操作がない場合には動作するよう，全運転台で機能向上を図っております。

❼ 列車無線電源二重化
　列車無線装置の主たる電源回路および蓄電池からの電源が遮断された
場合に，バックアップ充電池へ自動切換する設備を全運転台に整備して
おります。

❽ 運転状況記録装置
　運転中の列車の状況（力行やブレーキ操作，速度など）を記録する
装置については，C-ATS車上装置の機能で対応しているほか，新造車両
についてはより高機能な装置を整備し全車両で対応しております。

(　　　)

❶ 車両の代替新造
　毎年度，継続的に車両の新造を進めており，平成23年度は26両導入
いたしました。また，この新造車両は，ドア内側戸先に黄色の表示を行い，
ドア開閉の動きをわかりやすくしているほか,手すりの形状を変更するなど,
安全性,快適性に配慮しております。
●平成23年度新造　新1000形 26両　 8両編成×1本

6両編成×3本

(　　　)

車両の安全対策

❺ 足下灯の設置
　電車とホームの間が空いている駅においては，
従来から足元を照らす照明を取り付けておりますが，
より気づきやすくする自動点滅式の足下灯（そっか
とう）を設置し，注意喚起を行っております。現在
17駅に設置しております。

❻ ホームステップ
　万一，お客さまがホームから転落した際に，ホームに上がりやすくするため，
ホーム下に待避スペースがない場所には，ステップを設置しております。

安全対策の実施状況3
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❼ 地下駅の火災対策
　地下駅の大鳥居駅，天空橋駅，羽田空港国際線ターミナル駅，羽田空港国内線ターミナル駅においては，屋内
消火栓設備や排煙設備の整備などの火災対策を行っております。また，平成15年に韓国テグ市で発生した地下
鉄火災事故を受け改正された国土交通省令等に基づき，蓄光明示物や誘導案内看板の設置，売店の不燃化や
スプリンクラー設置などを行っております。

❷ 車両の更新・改造
　現有車両についても，車体や制御装置の更新・改造や火災対策基準
への対応，バリアフリー化などを行い，安全性，快適性の向上に努めて
おります。
●更新　 600形 20両　 8両編成×2本

4両編成×1本
●改造　1500形  6両 （6両編成×1本）

❸ 非常脱出ハシゴの装備
　平成18年度以降に新造した車両には，万一の場合の車外への脱出を
考慮し，非常脱出ハシゴを装備しております。また，この非常脱出ハシゴは，
救援車両や各駅，駅間の長い場所の沿線にも設置しております。

❹ 転落防止幌・転落防止警報装置
　車両の連結面からのお客さまの転落を防ぐため，一部の車両を除き転落
防止幌を設置しております。また，先頭車両同士が連結する部分では，
構造上転落防止幌を設置できないため，音声等により注意を促す装置を
設置している車両もあります。

▲蓄光明示物

※各駅や駅間に設置した非常脱出ハシゴについては25ページをご覧ください。

▲避難経路図 ▲売店内スプリンクラー

❺ 携帯型列車無線
　運輸司令と乗務員室との間で通話ができる列車無線装置について，
乗務員室から離れても通話ができるよう，携帯型列車無線をすべての
運転台へ搭載しております。

❻ 運転士異常時列車停止装置（デッドマン装置）
　運転士の異常発生時に列車を自動的に停止させる装置（デッドマン装置）は，従来から全運転台に装備しておりますが，
弱いブレーキ中や惰行中にも，一定時間操作がない場合には動作するよう，全運転台で機能向上を図っております。

❼ 列車無線電源二重化
　列車無線装置の主たる電源回路および蓄電池からの電源が遮断された
場合に，バックアップ充電池へ自動切換する設備を全運転台に整備して
おります。

❽ 運転状況記録装置
　運転中の列車の状況（力行やブレーキ操作，速度など）を記録する
装置については，C-ATS車上装置の機能で対応しているほか，新造車両
についてはより高機能な装置を整備し全車両で対応しております。

(　　　)

❶ 車両の代替新造
　毎年度，継続的に車両の新造を進めており，平成23年度は26両導入
いたしました。また，この新造車両は，ドア内側戸先に黄色の表示を行い，
ドア開閉の動きをわかりやすくしているほか,手すりの形状を変更するなど,
安全性,快適性に配慮しております。
●平成23年度新造　新1000形 26両　 8両編成×1本

6両編成×3本

(　　　)

車両の安全対策

❺ 足下灯の設置
　電車とホームの間が空いている駅においては，
従来から足元を照らす照明を取り付けておりますが，
より気づきやすくする自動点滅式の足下灯（そっか
とう）を設置し，注意喚起を行っております。現在
17駅に設置しております。

❻ ホームステップ
　万一，お客さまがホームから転落した際に，ホームに上がりやすくするため，
ホーム下に待避スペースがない場所には，ステップを設置しております。

安全対策の実施状況3
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❸ 軌道検測車・レール探傷車などの保守用車の配備
　軌道の状態やレールの傷を検査するため，軌道検測車，レール探傷車
を配備し，定期的に検査を実施しております。また，軌道の保守作業を
行うため，マルチプルタイタンパー，バラストフィニッシャーなどの保守用車
も配備しております。

※当社の緊急地震速報システムでは，いち早く列車に警音を送出するため，一般向けの緊急地震速報の情報とは異なる，迅速性に優れた高度
利用者向け緊急地震速報の情報を利活用しております。

緊急地震速報システム

地
震
発
生

気 

象 

庁

緊
急
地
震
速
報

シ
ス
テ
ム

大きな揺れ（Ｓ波）の到着

国内の観測点に
おける初期微動
（Ｐ波）の情報

高度利用者向け
緊急地震速報

列
車
無
線
で
警
音
を
送
出

運転士が列車を停止

大きな揺れの前に列車を停止

当
社
沿
線
の
震
度
を
予
測

❺ 線路の改良・更換
　軌道の安全を図るため，レール更換や八丁畷～鶴見市場駅間の道床
更換や分岐器更換を実施しております。

❹ 脱線防止レール・脱線防止ガードの設置
　曲線などにおける脱線を防止するため，半径300ｍ以下の曲線などに
おいて，脱線防止レールまたは脱線防止ガードを設置しております。

❷ 緊急地震速報システム
　気象庁が発表する緊急地震速報を利用し，当社線に被害が予測される
場合に，全列車の運転台に自動的に警音を送信することにより，運転士
が列車を安全な場所に緊急停止させる「緊急地震速報システム」を平成
18年８月に設置し，稼動させております。

❻ 合成電車線の導入
　電車へ電気を送る電車線については，当社独自の断線しにくい合成電車線を採用しており，順次更新を進めて
おります。

❼ 電車線張力調整装置の更新
　電車へ電気を送る電車線は，常に一定の力で引っ張っておく必要が
ありますが，温度変化等を考慮し，重錘やバネにより張力を調整する装置
が必要です。当社では，一部の装置を滑車式のものからバネ式のものに
更新し，ワイヤーロープ等が破損した際の安全性向上を図っております。

❽ 変電所の更新
　当社線に20か所ある変電所については，順次更新工事を計画し，平成
23年度に大師変電所の1号整流装置用66kVガス絶縁開閉装置の更新が
完了いたしました。また，南太田変電所の66kVガス遮断器を更新し電力の
安定供給と環境対策の向上を図っております。

❾ ＰＯＴＶの更新
　駅において，車掌や駅係員がドア操作時に側面を確認する監視カメラ
（ＰＯＴＶ）を55駅392台設置しておりますが，順次カメラおよびモニターの
更新を行っており，視認性向上を図っております。

合成電車線
ばね式ハンガー

合成用ハンガイヤー

滑動金具

ちょう架線（硬銅より線） PH-150mm2

補助トロリー線（硬銅より線） H-100mm2

トロリー線（溝付硬銅線） GT-110mm2

気象状況の
観測体制

▲レール温度計（3か所）▲水位計（2か所）▲雨量計（8か所）▲地震計（13か所）▲風向風速計（15か所18基）

▲監視端末類▲表示パネル

総 合 司 令 所

❶ 気象観測装置の整備
　地震や強風，降雨など，気象状況を的確に把握するため，様々な観測装置を設置しております。また，財団法人
日本気象協会の気象情報システム（マイコス）も活用し，気象情報などの収集を図っております。

施設の安全対策

安全対策の実施状況3
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❸ 軌道検測車・レール探傷車などの保守用車の配備
　軌道の状態やレールの傷を検査するため，軌道検測車，レール探傷車
を配備し，定期的に検査を実施しております。また，軌道の保守作業を
行うため，マルチプルタイタンパー，バラストフィニッシャーなどの保守用車
も配備しております。

※当社の緊急地震速報システムでは，いち早く列車に警音を送出するため，一般向けの緊急地震速報の情報とは異なる，迅速性に優れた高度
利用者向け緊急地震速報の情報を利活用しております。

緊急地震速報システム

地
震
発
生

気 

象 

庁

緊
急
地
震
速
報

シ
ス
テ
ム

大きな揺れ（Ｓ波）の到着

国内の観測点に
おける初期微動
（Ｐ波）の情報

高度利用者向け
緊急地震速報

列
車
無
線
で
警
音
を
送
出

運転士が列車を停止

大きな揺れの前に列車を停止

当
社
沿
線
の
震
度
を
予
測

❺ 線路の改良・更換
　軌道の安全を図るため，レール更換や八丁畷～鶴見市場駅間の道床
更換や分岐器更換を実施しております。

❹ 脱線防止レール・脱線防止ガードの設置
　曲線などにおける脱線を防止するため，半径300ｍ以下の曲線などに
おいて，脱線防止レールまたは脱線防止ガードを設置しております。

❷ 緊急地震速報システム
　気象庁が発表する緊急地震速報を利用し，当社線に被害が予測される
場合に，全列車の運転台に自動的に警音を送信することにより，運転士
が列車を安全な場所に緊急停止させる「緊急地震速報システム」を平成
18年８月に設置し，稼動させております。

❻ 合成電車線の導入
　電車へ電気を送る電車線については，当社独自の断線しにくい合成電車線を採用しており，順次更新を進めて
おります。

❼ 電車線張力調整装置の更新
　電車へ電気を送る電車線は，常に一定の力で引っ張っておく必要が
ありますが，温度変化等を考慮し，重錘やバネにより張力を調整する装置
が必要です。当社では，一部の装置を滑車式のものからバネ式のものに
更新し，ワイヤーロープ等が破損した際の安全性向上を図っております。

❽ 変電所の更新
　当社線に20か所ある変電所については，順次更新工事を計画し，平成
23年度に大師変電所の1号整流装置用66kVガス絶縁開閉装置の更新が
完了いたしました。また，南太田変電所の66kVガス遮断器を更新し電力の
安定供給と環境対策の向上を図っております。

❾ ＰＯＴＶの更新
　駅において，車掌や駅係員がドア操作時に側面を確認する監視カメラ
（ＰＯＴＶ）を55駅392台設置しておりますが，順次カメラおよびモニターの
更新を行っており，視認性向上を図っております。

合成電車線
ばね式ハンガー

合成用ハンガイヤー

滑動金具

ちょう架線（硬銅より線） PH-150mm2

補助トロリー線（硬銅より線） H-100mm2

トロリー線（溝付硬銅線） GT-110mm2

気象状況の
観測体制

▲レール温度計（3か所）▲水位計（2か所）▲雨量計（8か所）▲地震計（13か所）▲風向風速計（15か所18基）

▲監視端末類▲表示パネル

総 合 司 令 所

❶ 気象観測装置の整備
　地震や強風，降雨など，気象状況を的確に把握するため，様々な観測装置を設置しております。また，財団法人
日本気象協会の気象情報システム（マイコス）も活用し，気象情報などの収集を図っております。

施設の安全対策

安全対策の実施状況3
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▲警報機・遮断機 ▲障害物検知装置 ▲非常ボタン ▲発光信号機

❷ 踏切脱線防止ガードの設置
　自動車の通行する踏切道においては，列車の進行方向約24ｍの区間に
脱線防止ガードをレールの両側に設置し，万一，自動車等と衝突した際の
脱線を防止しております。

❸ 踏切道への照明・監視カメラの設置
　夜間における踏切道の視認性を高めるため，照明設備を設置しており
ます。また，監視カメラも設置しております。

❹ カラー舗装化の実施
　井土ヶ谷～弘明寺駅間の踏切道など一部の踏切道では，踏切道内に
おける歩行者の安全確保のため，車道部分と歩道部分を視覚的に区分
するカラー舗装化を実施しております。

❷ 列車接近警報装置の設置
　線路内で保守作業を行う作業員に対して，列車の接近を表示灯の点滅で
知らせる装置の設置を進め，触車災害の防止を図っております。
　平成23年度は，横浜～戸部駅間，六浦～神武寺駅間に設置いたし
ました。

❸ 線路内作業員安全通路の整備
　点検などで線路を巡回する作業員の触車事故防止を図るため，線路脇
に安全通路の整備を行っております。
　平成２3年度には，金沢八景～追浜駅間下り線側で歩行通路の整備を
いたしました。

❹ 保守用車のハンドスコッチ確認装置の整備
　万一，留置した保守用車のブレーキが緩み，逸走するような事故が発生
することを防止するため，車輪止め（ハンドスコッチ）のかけ忘れおよび外し
忘れを防止する確認装置を整備しております。

❷ こども110番の取り組み
　全駅において，トラブルに巻き込まれた被害児童のための緊急避難協力所
として，警視庁・神奈川県警察と協力し，「こども110番」の取り組みを実施
しております。この取り組みは，駅だけでなく京急グループの各店舗や営業
所とともに実施しております。
　また，全国の鉄道事業者で取り組んでいる「こども110番の駅」の取り
組みも，あわせて行っております。

❶ 女性専用車の導入
　当社では，社会情勢等を考慮し，お客さまのニーズに応える鉄道である
べきという観点から，平日朝ラッシュ時間帯の品川行き快特（金沢文庫までは
特急）列車６本の先頭車両１両を女性専用車として運転しております。
※女性専用車は，小学生以下の男の子，お身体の不自由な方とその介助者の男性もご乗車
いただけます。

▲こども１１０番ステッカー
（左）東京都内，（右）神奈川県内

▲金沢八景～追浜駅間

※踏切事故防止対策として，連続立体交差事業については,14ページ・15ページをご覧ください。

❶ 夜間作業確認システムの整備
　夜間作業時の線路閉鎖・給停電作業時における作業開始前後の確認手続きについて，保安度の向上を図るため，
運輸司令システムおよび電力管理システムと連携した夜間作業確認システム（線路閉鎖作業については専用携帯
電話（ＧＰＳ携帯）により作業位置を地図上に表示する，作業位置確認システムを併設）を整備しております。

❶ 踏切保安装置・踏切支障報知装置の設置
　踏切事故防止対策として，当社線にあるすべての踏切道（113か所）については，警報機・遮断機を設置して
おります。また，踏切支障報知装置（※１）を111か所の踏切道に設置しており，その内83か所には障害物検知装置
（※２）を設置しております。

保守作業の安全対策

防犯対策

踏切の安全対策

※１　非常ボタンの操作または障害物検知装置により発光信号（赤色灯の明滅）を現示し，列車に危険を知らせる装置

※２　踏切道上に自動車などの障害物があった場合，これを自動的に検知し，発光信号を現示させる装置

安全対策の実施状況3

2012 鉄道安全報告書 ｜ 2322 ｜ 2012 鉄道安全報告書

（
210＋

210）×
297m

m

LO
12-0077_京

急
ア
ド
_2012年

度
_鉄
道
安
全
報
告
書
_A
3_P
22-23

【
06回

目
】【
作
成
日
】2012/07/10_【

担
当
者
名
】戸
崎

C
M

Y
K



▲警報機・遮断機 ▲障害物検知装置 ▲非常ボタン ▲発光信号機

❷ 踏切脱線防止ガードの設置
　自動車の通行する踏切道においては，列車の進行方向約24ｍの区間に
脱線防止ガードをレールの両側に設置し，万一，自動車等と衝突した際の
脱線を防止しております。

❸ 踏切道への照明・監視カメラの設置
　夜間における踏切道の視認性を高めるため，照明設備を設置しており
ます。また，監視カメラも設置しております。

❹ カラー舗装化の実施
　井土ヶ谷～弘明寺駅間の踏切道など一部の踏切道では，踏切道内に
おける歩行者の安全確保のため，車道部分と歩道部分を視覚的に区分
するカラー舗装化を実施しております。

❷ 列車接近警報装置の設置
　線路内で保守作業を行う作業員に対して，列車の接近を表示灯の点滅で
知らせる装置の設置を進め，触車災害の防止を図っております。
　平成23年度は，横浜～戸部駅間，六浦～神武寺駅間に設置いたし
ました。

❸ 線路内作業員安全通路の整備
　点検などで線路を巡回する作業員の触車事故防止を図るため，線路脇
に安全通路の整備を行っております。
　平成２3年度には，金沢八景～追浜駅間下り線側で歩行通路の整備を
いたしました。

❹ 保守用車のハンドスコッチ確認装置の整備
　万一，留置した保守用車のブレーキが緩み，逸走するような事故が発生
することを防止するため，車輪止め（ハンドスコッチ）のかけ忘れおよび外し
忘れを防止する確認装置を整備しております。

❷ こども110番の取り組み
　全駅において，トラブルに巻き込まれた被害児童のための緊急避難協力所
として，警視庁・神奈川県警察と協力し，「こども110番」の取り組みを実施
しております。この取り組みは，駅だけでなく京急グループの各店舗や営業
所とともに実施しております。
　また，全国の鉄道事業者で取り組んでいる「こども110番の駅」の取り
組みも，あわせて行っております。

❶ 女性専用車の導入
　当社では，社会情勢等を考慮し，お客さまのニーズに応える鉄道である
べきという観点から，平日朝ラッシュ時間帯の品川行き快特（金沢文庫までは
特急）列車６本の先頭車両１両を女性専用車として運転しております。
※女性専用車は，小学生以下の男の子，お身体の不自由な方とその介助者の男性もご乗車
いただけます。

▲こども１１０番ステッカー
（左）東京都内，（右）神奈川県内

▲金沢八景～追浜駅間

※踏切事故防止対策として，連続立体交差事業については,14ページ・15ページをご覧ください。

❶ 夜間作業確認システムの整備
　夜間作業時の線路閉鎖・給停電作業時における作業開始前後の確認手続きについて，保安度の向上を図るため，
運輸司令システムおよび電力管理システムと連携した夜間作業確認システム（線路閉鎖作業については専用携帯
電話（ＧＰＳ携帯）により作業位置を地図上に表示する，作業位置確認システムを併設）を整備しております。

❶ 踏切保安装置・踏切支障報知装置の設置
　踏切事故防止対策として，当社線にあるすべての踏切道（113か所）については，警報機・遮断機を設置して
おります。また，踏切支障報知装置（※１）を111か所の踏切道に設置しており，その内83か所には障害物検知装置
（※２）を設置しております。

保守作業の安全対策

防犯対策

踏切の安全対策

※１　非常ボタンの操作または障害物検知装置により発光信号（赤色灯の明滅）を現示し，列車に危険を知らせる装置

※２　踏切道上に自動車などの障害物があった場合，これを自動的に検知し，発光信号を現示させる装置

安全対策の実施状況3
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❷ 駅映像ネットワーク・駅映像伝送システムの整備
　総合司令所や本社など，事故・災害時に備え事前に整備されている対策
本部室3か所に，主要駅のホームや改札口付近の映像を，基幹ネットワーク
を用いリアルタイムで確認することができる駅映像ネットワークシステムを
整備しております。それに加え，平成23年度は泉岳寺駅を除く全駅の
映像を確認できる駅映像伝送システムを整備しております。

❹ 事故等に備えた駅間の線路周辺状況図の整備
　万一，駅間で列車事故等が発生した際に，駅係員や警察・消防関係者が
迅速な初動対応ができるよう，全線の駅間の線路周辺の状況をまとめた
資料を作成いたしました。この資料は，駅係員が現地調査を重ね編集した
もので，沿線の警察・消防へも情報提供しており，平成21年5月には，
神奈川県警察本部から地域警察活動に寄与するものとして感謝状が
送られました。

❺ 死傷事故の減少に向けた青色照明の設置
　自殺による死傷事故の減少に向けて，人の精神を落ち着かせるといわれる
青色照明を弘明寺駅構内に導入して以降，順次設置を進め，平成23年度には，
横浜市と協働して自殺防止に取り組む事業として，横浜市内の能見台駅
および井土ヶ谷～弘明寺駅間の踏切道１箇所に青色照明を設置し，現在
全線で12駅，4箇所の踏切道に設置しております。引き続き，その効果や
保守性などについて検証しております。

❸ 非常脱出ハシゴの整備
　万一の事故等により，お客さまのホーム以外における車外への避難を
考慮し，非常脱出ハシゴを新造車両に搭載するほか，すべての駅および
駅間距離の長い場所の沿線にも設置しております。

❸ 駅事務室連絡用インターホンの活用
　ホームから駅事務室へ，お問い合わせ等の連絡が出来るインターホン
を全駅に設置しております。不審物等を発見した際の通報にもご利用いた
だけます。

❹ 不審物発見時の啓発放送・ポスター掲示
　駅係員や警備員による特別警戒を実施している旨の啓発放送，ポスター
の全駅掲示を実施し，不審物等を発見した際のお客さまへのご協力を
お願いしております。

※防犯対策の一環として，警備員・駅係員の巡回警備を行っております。36ページをご覧ください。

❷ 駅係員・警乗警備員による巡回
　鉄道テロ対策の一環として，駅係員や警乗警備員による巡回を行って
おります。駅係員の巡回時には，「警戒」と記された腕章を着用のうえ，実施
しております。
　また，状況に応じて，警備員の配備体制を変更し，駅や車内の警備体制
の強化を図っております。

❶ アルコールチェッカーの導入
　公共交通事業者として，法令を順守すること，更に現業係員の健康状態
を把握し，安全・安定輸送を確保するため，出勤時に監督者が確認するほか，
アルコールチェッカーを導入し，酒気を帯びていないことを確認しており
ます。

❶ 防犯カメラの増設
　駅構内への防犯カメラの増設を進めております。
平成23年度は，３月末時点で562台設置しております。今後も増設を
予定しております。
　羽田空港国際線ターミナル駅には映像からカートや不審物等の不動
体物を検出する「放置物探知機能」を一部の防犯カメラに導入しております。

その他の安全対策鉄道テロ対策

安全対策の実施状況3
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❷ 駅映像ネットワーク・駅映像伝送システムの整備
　総合司令所や本社など，事故・災害時に備え事前に整備されている対策
本部室3か所に，主要駅のホームや改札口付近の映像を，基幹ネットワーク
を用いリアルタイムで確認することができる駅映像ネットワークシステムを
整備しております。それに加え，平成23年度は泉岳寺駅を除く全駅の
映像を確認できる駅映像伝送システムを整備しております。

❹ 事故等に備えた駅間の線路周辺状況図の整備
　万一，駅間で列車事故等が発生した際に，駅係員や警察・消防関係者が
迅速な初動対応ができるよう，全線の駅間の線路周辺の状況をまとめた
資料を作成いたしました。この資料は，駅係員が現地調査を重ね編集した
もので，沿線の警察・消防へも情報提供しており，平成21年5月には，
神奈川県警察本部から地域警察活動に寄与するものとして感謝状が
送られました。

❺ 死傷事故の減少に向けた青色照明の設置
　自殺による死傷事故の減少に向けて，人の精神を落ち着かせるといわれる
青色照明を弘明寺駅構内に導入して以降，順次設置を進め，平成23年度には，
横浜市と協働して自殺防止に取り組む事業として，横浜市内の能見台駅
および井土ヶ谷～弘明寺駅間の踏切道１箇所に青色照明を設置し，現在
全線で12駅，4箇所の踏切道に設置しております。引き続き，その効果や
保守性などについて検証しております。

❸ 非常脱出ハシゴの整備
　万一の事故等により，お客さまのホーム以外における車外への避難を
考慮し，非常脱出ハシゴを新造車両に搭載するほか，すべての駅および
駅間距離の長い場所の沿線にも設置しております。

❸ 駅事務室連絡用インターホンの活用
　ホームから駅事務室へ，お問い合わせ等の連絡が出来るインターホン
を全駅に設置しております。不審物等を発見した際の通報にもご利用いた
だけます。

❹ 不審物発見時の啓発放送・ポスター掲示
　駅係員や警備員による特別警戒を実施している旨の啓発放送，ポスター
の全駅掲示を実施し，不審物等を発見した際のお客さまへのご協力を
お願いしております。

※防犯対策の一環として，警備員・駅係員の巡回警備を行っております。36ページをご覧ください。

❷ 駅係員・警乗警備員による巡回
　鉄道テロ対策の一環として，駅係員や警乗警備員による巡回を行って
おります。駅係員の巡回時には，「警戒」と記された腕章を着用のうえ，実施
しております。
　また，状況に応じて，警備員の配備体制を変更し，駅や車内の警備体制
の強化を図っております。

❶ アルコールチェッカーの導入
　公共交通事業者として，法令を順守すること，更に現業係員の健康状態
を把握し，安全・安定輸送を確保するため，出勤時に監督者が確認するほか，
アルコールチェッカーを導入し，酒気を帯びていないことを確認しており
ます。

❶ 防犯カメラの増設
　駅構内への防犯カメラの増設を進めております。
平成23年度は，３月末時点で562台設置しております。今後も増設を
予定しております。
　羽田空港国際線ターミナル駅には映像からカートや不審物等の不動
体物を検出する「放置物探知機能」を一部の防犯カメラに導入しております。

その他の安全対策鉄道テロ対策

安全対策の実施状況3
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❶ 列車を自動的に減速または停止させる装置（カーブ等で速度超過による重大事故を防ぐ装置）
　急曲線区間（省令に定める基準による２か所，より厳しい独自の基準による19か所のほか，従来から設置している
５か所の合計26か所）および線路終端部（44か所），分岐区間（（ポイント）156か所）には，C-ATSにより列車を
自動的に減速または停止させる装置の整備を完了しております。
　なお，駅に停車すべき列車が誤って駅を通過してしまった場合に，踏切遮断機の遮断が完了していない踏切道に
進入するおそれのある箇所については，踏切道防護システムを平成24年6月までに全線に整備を完了しております。

❷ 運転士異常時列車停止装置（運転士の異常発生時に列車を自動的に停止させる装置）
　運転士の異常発生時に列車を自動的に停止させる装置（デッドマン装置）は，従来から全運転台に装備して
おりますが，弱いブレーキ中や惰行中にも，一定時間操作がない場合には動作するよう機能を追加し，平成23年5月
にすべての運転台（262台）の整備が完了しております。

❷ バリアフリー教育の実施
　駅係員，乗務員に対し，サービス介助士の資格取得の取り組みを進めております。（P28）また，駅教習において
障がい者のお客さまに対する介助についての教習を行っております。

❹ 車上の発報信号設備の自動給電設備（発報信号の予備電源を自動切換する設備）
　平成23年3月にすべての運転台（262台）の設置が完了しております。

❸ 運転状況記録装置
　総合司令所の記録装置はすでに整備を完了しております。また,車両では,C-ATSの車上装置の機能で対応して
いるほか,新造車両についてはより高機能な装置を整備し,全車両が対応しております。

　鉄道の安全性向上に向けて，随時，国土交通省令等が改正されておりますが，主な改正に対して，次のとおり
対応を進めております。

　他社で発生した重大事故を受けて，平成18年７月から改正・施行されております。

▲内方線付きJIS規格点状ブロック

❶ 内方線付き点状ブロックの設置
　お客さまの乗降人員が一日10万人以上の駅のうち，内方線付き・ＪＩＳ
規格対応の点状ブロックが設置されていない品川・京急川崎については，
平成24年度中に設置完了いたします。また，お客さまの乗降人員が一日
10万人未満の駅のうち内方線の設置されていない金沢文庫・八丁畷・県立
大学は平成24年度中に設置工事を進めるほか，今後，国の基準には定め
られていない，乗降人員が１万人以下の駅も含め，全駅の内方線整備を
進めてまいります。

❸ ひと声マナーキャンペーンの実施
　国土交通省と連携し，目が不自由なお客さまの転落事故防止を防ぐために，ひと声マナーキャンペーンを実施しま
した。ポスターや車内放送等により，お客さまへの周知を図りました。

❹ 車両の転落防止警報装置の装備
　転落防止幌が設置できない先頭車両同士が連結した場合における，ホームから連結部分への転落防止対策と
して，警報音と音声で注意を促す装置を新1000形4両編成に装備しております。（P19）

　当社の乗務員は，運転士342名，車掌367名（平成24年6月末現在）が在籍しております。
　運転士の養成は，国土交通省の指定を受けた動力車操縦者養成所である運転車両部管理課育成センターが
行っており，学科４か月・技能５か月の計９か月にわたる講習を行い，専門的な知識を習得させております。また，
車掌も同様に，車掌業務に必要な知識について，学科１か月・技能２か月の計３か月の講習を行っております。
　当社では運転士教習用に実物大の模擬車両を使用した運転シミュレータを平成９年に，ＣＧ画像でドア操作体験
ができる車掌用シミュレータを平成18年に導入し，乗務員の知識・技能のさらなる向上を図っております。

▲運転シミュレータ ▲車掌用シミュレータ

入　所

学科修了試験

技 能 試 験

動力車操縦者
運転免許の交付

育成センター入所から動力車操縦者運転免許取得までの流れ

学科講習４か月

●安全の基本 ●鉄道車両
●運転法規 ●信号・線路
●鉄道電気 ●運転理論 
●検査修繕 ●作業安全　他

主な講習内容

技能講習5か月

●運転技術 ●線路条件
●車両点検 ●異常時の対応
●応急処置　他

主な講習内容

京浜急行電鉄（株）
電車運転士教習生（第５３期生）　田中 俊
　私たち第５３期電車運転士
教習生は，電車の運転に必要な
知識・技能を習得するため，
約９か月間の講習を行っており
ます。この期間は勉強の連続
ですが，京浜急行電鉄の一員と
して，お客さまに安全・安定輸送
を提供できる運転士になれる
よう日々努力しています。

メッセージ

平成18年７月施行　鉄道に関する技術上の基準を定める省令の一部改正

国土交通省令等の改正に対する状況

今後のホームからの転落防止対策の進め方

乗務員の養成

社員教育

安全対策の実施状況3
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❶ 列車を自動的に減速または停止させる装置（カーブ等で速度超過による重大事故を防ぐ装置）
　急曲線区間（省令に定める基準による２か所，より厳しい独自の基準による19か所のほか，従来から設置している
５か所の合計26か所）および線路終端部（44か所），分岐区間（（ポイント）156か所）には，C-ATSにより列車を
自動的に減速または停止させる装置の整備を完了しております。
　なお，駅に停車すべき列車が誤って駅を通過してしまった場合に，踏切遮断機の遮断が完了していない踏切道に
進入するおそれのある箇所については，踏切道防護システムを平成24年6月までに全線に整備を完了しております。

❷ 運転士異常時列車停止装置（運転士の異常発生時に列車を自動的に停止させる装置）
　運転士の異常発生時に列車を自動的に停止させる装置（デッドマン装置）は，従来から全運転台に装備して
おりますが，弱いブレーキ中や惰行中にも，一定時間操作がない場合には動作するよう機能を追加し，平成23年5月
にすべての運転台（262台）の整備が完了しております。

❷ バリアフリー教育の実施
　駅係員，乗務員に対し，サービス介助士の資格取得の取り組みを進めております。（P28）また，駅教習において
障がい者のお客さまに対する介助についての教習を行っております。

❹ 車上の発報信号設備の自動給電設備（発報信号の予備電源を自動切換する設備）
　平成23年3月にすべての運転台（262台）の設置が完了しております。

❸ 運転状況記録装置
　総合司令所の記録装置はすでに整備を完了しております。また,車両では,C-ATSの車上装置の機能で対応して
いるほか,新造車両についてはより高機能な装置を整備し,全車両が対応しております。

　鉄道の安全性向上に向けて，随時，国土交通省令等が改正されておりますが，主な改正に対して，次のとおり
対応を進めております。

　他社で発生した重大事故を受けて，平成18年７月から改正・施行されております。

▲内方線付きJIS規格点状ブロック

❶ 内方線付き点状ブロックの設置
　お客さまの乗降人員が一日10万人以上の駅のうち，内方線付き・ＪＩＳ
規格対応の点状ブロックが設置されていない品川・京急川崎については，
平成24年度中に設置完了いたします。また，お客さまの乗降人員が一日
10万人未満の駅のうち内方線の設置されていない金沢文庫・八丁畷・県立
大学は平成24年度中に設置工事を進めるほか，今後，国の基準には定め
られていない，乗降人員が１万人以下の駅も含め，全駅の内方線整備を
進めてまいります。

❸ ひと声マナーキャンペーンの実施
　国土交通省と連携し，目が不自由なお客さまの転落事故防止を防ぐために，ひと声マナーキャンペーンを実施しま
した。ポスターや車内放送等により，お客さまへの周知を図りました。

❹ 車両の転落防止警報装置の装備
　転落防止幌が設置できない先頭車両同士が連結した場合における，ホームから連結部分への転落防止対策と
して，警報音と音声で注意を促す装置を新1000形4両編成に装備しております。（P19）

　当社の乗務員は，運転士342名，車掌367名（平成24年6月末現在）が在籍しております。
　運転士の養成は，国土交通省の指定を受けた動力車操縦者養成所である運転車両部管理課育成センターが
行っており，学科４か月・技能５か月の計９か月にわたる講習を行い，専門的な知識を習得させております。また，
車掌も同様に，車掌業務に必要な知識について，学科１か月・技能２か月の計３か月の講習を行っております。
　当社では運転士教習用に実物大の模擬車両を使用した運転シミュレータを平成９年に，ＣＧ画像でドア操作体験
ができる車掌用シミュレータを平成18年に導入し，乗務員の知識・技能のさらなる向上を図っております。

▲運転シミュレータ ▲車掌用シミュレータ

入　所

学科修了試験

技 能 試 験

動力車操縦者
運転免許の交付

育成センター入所から動力車操縦者運転免許取得までの流れ

学科講習４か月

●安全の基本 ●鉄道車両
●運転法規 ●信号・線路
●鉄道電気 ●運転理論 
●検査修繕 ●作業安全　他

主な講習内容

技能講習5か月

●運転技術 ●線路条件
●車両点検 ●異常時の対応
●応急処置　他

主な講習内容

京浜急行電鉄（株）
電車運転士教習生（第５３期生）　田中 俊
　私たち第５３期電車運転士
教習生は，電車の運転に必要な
知識・技能を習得するため，
約９か月間の講習を行っており
ます。この期間は勉強の連続
ですが，京浜急行電鉄の一員と
して，お客さまに安全・安定輸送
を提供できる運転士になれる
よう日々努力しています。

メッセージ

平成18年７月施行　鉄道に関する技術上の基準を定める省令の一部改正

国土交通省令等の改正に対する状況

今後のホームからの転落防止対策の進め方

乗務員の養成

社員教育

安全対策の実施状況3
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▲ＡＥＤ訓練の様子

▲高齢者体験中の様子

▲教育訓練線を使用した訓練の様子

サービス介助士・普通救命講習修了者の取得表示
　平成19年12月から，サービス介助士・普通救命講習を修了した有資格者
であることが一目で認知できるよう，名札に表示しております。

※社員研修施設のため,一般公開は行っておりません。

　保守作業員に求められる技術力の向上を図る
ことを主な目的として，金沢文庫駅構内D地区に
教育訓練線を構築しております。
　これらの施設を活用した職能別教育により，
知識・技術力のレべルアップを目指した教育訓練
を年度計画に基づき、定期的にさまざまな教育
訓練を実施しています。

　お客さまの身になった，安心で快適なサービスを提供するため，平成23年
度においても駅係員，乗務員の「サービス介助士」の資格取得を進めました。
サポートを必要とされるお客さまに,安心と信頼を提供しております。また,
転入者や新入社員に対しても,随時資格取得を進めております。

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置にあわせ，駅係員や乗務員が普通救命
講習を受講し，定期的に駅内教習等による実技訓練を行い，緊急時に備えて
おります。

▲職場内教習の実施

❶ 京急グループ安全大会での講演会
　毎年７月の全国安全週間に実施する京急グループ安全大会にあわせ，
事故防止と安全意識の高揚を目的とした講演会を実施しております。
　平成23年は，（株）社会安全研究所 代表取締役 所長の首藤由紀氏
から「緊急時の人間行動」と題してご講演をいただきました。

　接客業務時における，お客さまに対する接客スキルの向上を目的として，
駅係員や運転部門の助役職，主任職に対して，接遇研修を実施いたしました。
今後も更なるスキルアップを目指し，実施していきます。

　駅・運転・施設・車両の各現業においては,年間指導計画に基づき,机上・
実設を併せた職場内教習を毎月行い,知識や技能の向上に努めております。
この教習では,事故防止や異常時の取り扱いの再確認のほか,ヒヤリハット情報
を活用した教育を行うなど,社員の安全意識向上も図っております。

　過去の鉄道事故の資料を通じて，事故・災害対応の体験を共有し，危機感を
高めるとともに事故からの教訓を学ぶ，社員専用の教習施設として，事故資料
展示室を平成20年12月に整備いたしました。その後も,さらなる活性化を
図るため,ビデオやスライド等の資料拡充を図っております。
　鉄道本部内各部を中心に，約2,500名を越える社員や関係者が教習を受け
ております。今後も，この資料室を積極的に活用していきます。

▲金沢文庫駅構内 教育訓練線

❷ 安全に関する講演会
　ヒューマンエラーによる事故の防止について理解を深めるために，
平成24年4月，管理監督者クラスを対象として，（株）JR東日本パーソネル
サービス 顧問の関口雅夫氏から「咄嗟の判断その時どう動く！職場や
自分に安全への“おごり”はないか」と題してご講演をいただきました。

保守作業員の教育

サービス介助士の資格取得の取り組み

普通救命講習の実施

職場内教習の実施

接遇研修の実施

各種講演会の実施

事故資料展示室の整備

安全対策の実施状況3
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▲ＡＥＤ訓練の様子

▲高齢者体験中の様子

▲教育訓練線を使用した訓練の様子

サービス介助士・普通救命講習修了者の取得表示
　平成19年12月から，サービス介助士・普通救命講習を修了した有資格者
であることが一目で認知できるよう，名札に表示しております。

※社員研修施設のため,一般公開は行っておりません。

　保守作業員に求められる技術力の向上を図る
ことを主な目的として，金沢文庫駅構内D地区に
教育訓練線を構築しております。
　これらの施設を活用した職能別教育により，
知識・技術力のレべルアップを目指した教育訓練
を年度計画に基づき、定期的にさまざまな教育
訓練を実施しています。

　お客さまの身になった，安心で快適なサービスを提供するため，平成23年
度においても駅係員，乗務員の「サービス介助士」の資格取得を進めました。
サポートを必要とされるお客さまに,安心と信頼を提供しております。また,
転入者や新入社員に対しても,随時資格取得を進めております。

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置にあわせ，駅係員や乗務員が普通救命
講習を受講し，定期的に駅内教習等による実技訓練を行い，緊急時に備えて
おります。

▲職場内教習の実施

❶ 京急グループ安全大会での講演会
　毎年７月の全国安全週間に実施する京急グループ安全大会にあわせ，
事故防止と安全意識の高揚を目的とした講演会を実施しております。
　平成23年は，（株）社会安全研究所 代表取締役 所長の首藤由紀氏
から「緊急時の人間行動」と題してご講演をいただきました。

　接客業務時における，お客さまに対する接客スキルの向上を目的として，
駅係員や運転部門の助役職，主任職に対して，接遇研修を実施いたしました。
今後も更なるスキルアップを目指し，実施していきます。

　駅・運転・施設・車両の各現業においては,年間指導計画に基づき,机上・
実設を併せた職場内教習を毎月行い,知識や技能の向上に努めております。
この教習では,事故防止や異常時の取り扱いの再確認のほか,ヒヤリハット情報
を活用した教育を行うなど,社員の安全意識向上も図っております。

　過去の鉄道事故の資料を通じて，事故・災害対応の体験を共有し，危機感を
高めるとともに事故からの教訓を学ぶ，社員専用の教習施設として，事故資料
展示室を平成20年12月に整備いたしました。その後も,さらなる活性化を
図るため,ビデオやスライド等の資料拡充を図っております。
　鉄道本部内各部を中心に，約2,500名を越える社員や関係者が教習を受け
ております。今後も，この資料室を積極的に活用していきます。

▲金沢文庫駅構内 教育訓練線

❷ 安全に関する講演会
　ヒューマンエラーによる事故の防止について理解を深めるために，
平成24年4月，管理監督者クラスを対象として，（株）JR東日本パーソネル
サービス 顧問の関口雅夫氏から「咄嗟の判断その時どう動く！職場や
自分に安全への“おごり”はないか」と題してご講演をいただきました。

保守作業員の教育

サービス介助士の資格取得の取り組み

普通救命講習の実施

職場内教習の実施

接遇研修の実施

各種講演会の実施

事故資料展示室の整備

安全対策の実施状況3

2012 鉄道安全報告書 ｜ 2928 ｜ 2012 鉄道安全報告書

（
210＋

210）×
297m

m

LO
12-0077_京

急
ア
ド
_2012年

度
_鉄
道
安
全
報
告
書
_A
3_P
28-29

【
06回

目
】【
作
成
日
】2012/07/10_【

担
当
者
名
】戸
崎

C
M

Y
K



　重大事故に対処すべく，日ごろから訓練を実施することが大切ですが，当社では，万一の重大事故や地震発生
を想定した訓練を定期的に実施しております。

　事故の対処を目的として，毎年秋に実施している総合訓練です。平成23年
度は，フェンスを突き破り線路内に侵入した自動車との衝突による脱線事故
を想定した訓練を行いました。この訓練は，毎年，お客さまへの公開を行って
おり，平成23年度は約100名のお客さまにご見学いただいております。

❶ 日　　付 平成23年11月1日
❷ 場　　所 ㈱京急ファインテック久里浜事業所
❸ 参加人数 約780人　
  ※訓練参加者約180人，お客さまを含む見学者約600人

　万一の鉄道を狙ったテロが発生した際に，機敏な対応が取れるよう，お客さまの避難誘導体制や警察・消防等との
連絡通報協力体制を確認するため，平成23年度は，爆発物によるテロを想定したテロ対策訓練を実施いたしました。
　訓練終了後，職員の鉄道テロに対する意識の高揚を図るため，神奈川県警本部よりテロに関する講話をいただき
ました。

❶ 日　　付　　平成23年7月8日
❷ 場　　所　　京急川崎駅大師線ホーム
❸ 参加人数　　約120人

　各現業区における自主的な取り組みも含め，各種訓練を積極的に実施しております。平成23年度では，駅係員による
振替輸送受託時における改札規制訓練や施設部・京急鉄道施設（株）合同の復旧訓練等を実施いたしました。
　また，春・秋に実施される全国交通安全運動に合わせて，駅係員や乗務員による異常時の取り扱いや，検車係員に
よる脱線復旧訓練も実施いたしました。

　大規模地震を想定した訓練として，毎年防災週間に実施して
おります。東海地震の警戒宣言発令を想定した予知対応訓練，
その後地震が発生し，災害が起きたことを想定する発災対応
訓練を実施いたしました。

❶ 日　　付　　平成23年9月1日
❷ 場　　所　　当社線全線 ▲交通安全運動期間中の訓練▲振替輸送受託時における改札規制訓練 ▲施設部・京急鉄道施設（株）合同復旧訓練

テロ対策訓練

その他の訓練

鉄道事故復旧訓練

鉄道本部防災訓練

各種訓練の実施

安全対策の実施状況3
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　重大事故に対処すべく，日ごろから訓練を実施することが大切ですが，当社では，万一の重大事故や地震発生
を想定した訓練を定期的に実施しております。

　事故の対処を目的として，毎年秋に実施している総合訓練です。平成23年
度は，フェンスを突き破り線路内に侵入した自動車との衝突による脱線事故
を想定した訓練を行いました。この訓練は，毎年，お客さまへの公開を行って
おり，平成23年度は約100名のお客さまにご見学いただいております。

❶ 日　　付 平成23年11月1日
❷ 場　　所 ㈱京急ファインテック久里浜事業所
❸ 参加人数 約780人　
  ※訓練参加者約180人，お客さまを含む見学者約600人

　万一の鉄道を狙ったテロが発生した際に，機敏な対応が取れるよう，お客さまの避難誘導体制や警察・消防等との
連絡通報協力体制を確認するため，平成23年度は，爆発物によるテロを想定したテロ対策訓練を実施いたしました。
　訓練終了後，職員の鉄道テロに対する意識の高揚を図るため，神奈川県警本部よりテロに関する講話をいただき
ました。

❶ 日　　付　　平成23年7月8日
❷ 場　　所　　京急川崎駅大師線ホーム
❸ 参加人数　　約120人

　各現業区における自主的な取り組みも含め，各種訓練を積極的に実施しております。平成23年度では，駅係員による
振替輸送受託時における改札規制訓練や施設部・京急鉄道施設（株）合同の復旧訓練等を実施いたしました。
　また，春・秋に実施される全国交通安全運動に合わせて，駅係員や乗務員による異常時の取り扱いや，検車係員に
よる脱線復旧訓練も実施いたしました。

　大規模地震を想定した訓練として，毎年防災週間に実施して
おります。東海地震の警戒宣言発令を想定した予知対応訓練，
その後地震が発生し，災害が起きたことを想定する発災対応
訓練を実施いたしました。

❶ 日　　付　　平成23年9月1日
❷ 場　　所　　当社線全線 ▲交通安全運動期間中の訓練▲振替輸送受託時における改札規制訓練 ▲施設部・京急鉄道施設（株）合同復旧訓練

テロ対策訓練

その他の訓練

鉄道事故復旧訓練

鉄道本部防災訓練

各種訓練の実施

安全対策の実施状況3

2012 鉄道安全報告書 ｜ 3130 ｜ 2012 鉄道安全報告書

（
210＋

210）×
297m

m

LO
12-0077_京

急
ア
ド
_2012年

度
_鉄
道
安
全
報
告
書
_A
3_P
30-31

【
06回

目
】【
作
成
日
】2012/07/10_【

担
当
者
名
】戸
崎

C
M

Y
K



　平成23年3月11日（金）14時46分頃発生した東日本大震災で，当社沿線震度計に
おいて，最大震度5強175ガルを観測しました。東日本大震災以前より地震に備えた対策を
実施しておりましたが，この震災の対応を踏まえ，見直し・改善を図った事例をご紹介
いたします。

　現在，お客さまへの情報提供や，関係機関等との
情報伝達手段の拡充などの対応を鋭意進めております。
　今後も精力的に課題の解決に向け対応をしていくと
ともに，すでに見直し・改善が図られたものについては，
変更内容等について，一人一人が確実に把握をするよう，
教育・訓練等の更なる充実に努めてまいります。引き続き，
規模の大きい地震が発生したときに備え，より高いレベル
の安全性を確保できるよう努めてまいります。

東日本大震災後に見直し・改善を図った事例

東日本大震災を踏まえた対応4

今後の対応について

・耐震補強工事（P16） ・緊急地震速報システムの導入（P20）
・法面防護工事（P16） ・事故等に備えた駅間の線路周辺状況図の整備（P25）
・トンネル補修工事（P16） ・防災訓練（P30）
・地震計の設置（P20）

東日本大震災以前より実施していた地震に備えた対策

❶ 本社に対策本部室を増設
　地震災害や風水害，重大事故発生の際に，情報の共有や的確な指示・伝達が行えるよう，以前は２箇所に対策
本部室を設けておりましたが，東日本大震災における対応を踏まえ，本社に対策本部室を増設いたしました。

❷ 避難誘導先の再整理
　東日本大震災の対応を踏まえ，避難誘導先の再整理を
行いました。状況により３種類に分類し，それぞれにおいて
避難誘導先を選定いたしました。

❹ 列車停止訓練の実施
　東日本大震災から1年が経過する，平成２４年
３月１１日に，地震災害発生時の対応を再確認すると
ともに，防災意識の高揚を図ることを目的として，
列車停止訓練を実施いたしました。

❸ 規程類の見直し
　従来の当社の規程では，「震度６以上または１００
ガル以上は列車を停止させ，要注意箇所の点検」
としておりましたが，東日本大震災後に規程類の
見直しを行い，「震度５強以上は列車を停止させ，
要注意箇所の点検」と改めました。

▲警視庁 緊急時直通電話

▲運行情報案内表示器

▲衛星電話

東日本大震災を踏まえた対応4
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　平成23年3月11日（金）14時46分頃発生した東日本大震災で，当社沿線震度計に
おいて，最大震度5強175ガルを観測しました。東日本大震災以前より地震に備えた対策を
実施しておりましたが，この震災の対応を踏まえ，見直し・改善を図った事例をご紹介
いたします。

　現在，お客さまへの情報提供や，関係機関等との
情報伝達手段の拡充などの対応を鋭意進めております。
　今後も精力的に課題の解決に向け対応をしていくと
ともに，すでに見直し・改善が図られたものについては，
変更内容等について，一人一人が確実に把握をするよう，
教育・訓練等の更なる充実に努めてまいります。引き続き，
規模の大きい地震が発生したときに備え，より高いレベル
の安全性を確保できるよう努めてまいります。

東日本大震災後に見直し・改善を図った事例

東日本大震災を踏まえた対応4

今後の対応について

・耐震補強工事（P16） ・緊急地震速報システムの導入（P20）
・法面防護工事（P16） ・事故等に備えた駅間の線路周辺状況図の整備（P25）
・トンネル補修工事（P16） ・防災訓練（P30）
・地震計の設置（P20）

東日本大震災以前より実施していた地震に備えた対策

❶ 本社に対策本部室を増設
　地震災害や風水害，重大事故発生の際に，情報の共有や的確な指示・伝達が行えるよう，以前は２箇所に対策
本部室を設けておりましたが，東日本大震災における対応を踏まえ，本社に対策本部室を増設いたしました。

❷ 避難誘導先の再整理
　東日本大震災の対応を踏まえ，避難誘導先の再整理を
行いました。状況により３種類に分類し，それぞれにおいて
避難誘導先を選定いたしました。

❹ 列車停止訓練の実施
　東日本大震災から1年が経過する，平成２４年
３月１１日に，地震災害発生時の対応を再確認すると
ともに，防災意識の高揚を図ることを目的として，
列車停止訓練を実施いたしました。

❸ 規程類の見直し
　従来の当社の規程では，「震度６以上または１００
ガル以上は列車を停止させ，要注意箇所の点検」
としておりましたが，東日本大震災後に規程類の
見直しを行い，「震度５強以上は列車を停止させ，
要注意箇所の点検」と改めました。

▲警視庁 緊急時直通電話

▲運行情報案内表示器

▲衛星電話

東日本大震災を踏まえた対応4

2012 鉄道安全報告書 ｜ 3332 ｜ 2012 鉄道安全報告書

（
210＋

210）×
297m

m

LO
12-0077_京

急
ア
ド
_2012年

度
_鉄
道
安
全
報
告
書
_A
3_P
32-33

【
11回

目
】【
作
成
日
】2012/07/19_【

担
当
者
名
】戸
崎

C
M

Y
K



※非常停止ボタン（異常報知装置）については,17ページをご参照ください。

　安全に鉄道をご利用いただくために，ぜひご協力をお願いします。

　毎年，全国で実施される交通安全運動に当社も参加し，沿線の皆さまに事故防止の啓発を行っております。また，昭和53年
から毎年，春の全国交通安全運動の一環として，沿線の小学校約120校を対象に，事故防止啓発のグッズを配布しております。

　発車間際の駆け込み乗車は，大変危険です。ドアが閉まりかけたときは，無理をせず，次の電車をお待ちください。

　列車が進入・進出する際，ホームの端を歩くことは大変危険ですので，
黄色い線の内側をお歩きください。

　鉄道の安全の確保は，当社の取り組みだけでは充分とはいえません。日ごろから，お客さまや
沿線の皆さまをはじめ，警察や消防，自治体との連携や協力が欠かせません。また，お客さま・
沿線の皆さまにおかれましては，安全の確保に向けたご協力をお願いします。

　平成23年度の鉄道運転事故は，踏切道で列車とバイクが接触したこと等による踏切障害事故が2件，列車と旅客
が接触したこと等による鉄道人身障害事故が5件発生しております。
※列車が進入・進出の際，ホームの端を歩くことは大変危険ですので黄色い線の内側をお歩きください。ご利用のお客さまへのお願いについては,
　35ページをご参照ください。

　平成23年度の輸送障害は，沿線火災,車両破損,台風15号による運転休止等により，計13件発生しております。

　ホームから人が転落した等の異常を見かけたら，非常停止ボタンを押してください。

　沿線の皆さまに日ごろの感謝をこめて，（株）京急ファインテック久里浜事業所を
会場として，京急ファミリー鉄道フェスタを毎年開催しております。普段は体験できない
車両機器や信号機の操作体験，保守用車の公開，車両の点検・修理の様子などを
通じて，当社の安全への取り組みと鉄道への理解を深めていただいております。

※鉄道運転事故とは，「列車衝突事故」「列車脱線事故」「列車火災事故」「踏切障害事故」「道路障害事故」「鉄道人身障害事故」「鉄道物損事故」
をいいます。
※輸送障害とは，鉄道運転事故以外で，列車に運休または30分以上の遅延が生じたものをいいます。
※インシデントとは，鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態をいいます。

0

平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

5 10 15 2520 （件）

5 10

31 19

32 13

52 13

輸送障害
インシデント

踏切障害事故
鉄道人身障害事故

　平成23年度に発生した鉄道運転事故等は，次のとおりです。
　ご利用のお客さまおよび沿線の方々には大変ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び
申し上げます。

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6鉄道運転事故等の発生状況と再発防止策5

ホームから人が転落した等の異常を見かけたら，
非常停止ボタンを押してください

安全の取り組みの一般公開
「京急ファミリー鉄道フェスタ」

駆け込み乗車はご遠慮ください

黄色い線の内側をお歩きください
輸送障害

鉄道運転事故・輸送障害・インシデント等の発生件数 安全啓発活動

ご利用のお客さまへのお願い鉄道運転事故（踏切道障害事故,鉄道人身障害事故等）

全国交通安全運動で小学生に啓発活動

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6鉄道運転事故等の発生状況と再発防止策5
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※非常停止ボタン（異常報知装置）については,17ページをご参照ください。

　安全に鉄道をご利用いただくために，ぜひご協力をお願いします。

　毎年，全国で実施される交通安全運動に当社も参加し，沿線の皆さまに事故防止の啓発を行っております。また，昭和53年
から毎年，春の全国交通安全運動の一環として，沿線の小学校約120校を対象に，事故防止啓発のグッズを配布しております。

　発車間際の駆け込み乗車は，大変危険です。ドアが閉まりかけたときは，無理をせず，次の電車をお待ちください。

　列車が進入・進出する際，ホームの端を歩くことは大変危険ですので，
黄色い線の内側をお歩きください。

　鉄道の安全の確保は，当社の取り組みだけでは充分とはいえません。日ごろから，お客さまや
沿線の皆さまをはじめ，警察や消防，自治体との連携や協力が欠かせません。また，お客さま・
沿線の皆さまにおかれましては，安全の確保に向けたご協力をお願いします。

　平成23年度の鉄道運転事故は，踏切道で列車とバイクが接触したこと等による踏切障害事故が2件，列車と旅客
が接触したこと等による鉄道人身障害事故が5件発生しております。
※列車が進入・進出の際，ホームの端を歩くことは大変危険ですので黄色い線の内側をお歩きください。ご利用のお客さまへのお願いについては,
　35ページをご参照ください。

　平成23年度の輸送障害は，沿線火災,車両破損,台風15号による運転休止等により，計13件発生しております。

　ホームから人が転落した等の異常を見かけたら，非常停止ボタンを押してください。

　沿線の皆さまに日ごろの感謝をこめて，（株）京急ファインテック久里浜事業所を
会場として，京急ファミリー鉄道フェスタを毎年開催しております。普段は体験できない
車両機器や信号機の操作体験，保守用車の公開，車両の点検・修理の様子などを
通じて，当社の安全への取り組みと鉄道への理解を深めていただいております。

※鉄道運転事故とは，「列車衝突事故」「列車脱線事故」「列車火災事故」「踏切障害事故」「道路障害事故」「鉄道人身障害事故」「鉄道物損事故」
をいいます。
※輸送障害とは，鉄道運転事故以外で，列車に運休または30分以上の遅延が生じたものをいいます。
※インシデントとは，鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態をいいます。
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平成23年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

5 10 15 2520 （件）

5 10

31 19

32 13

52 13

輸送障害
インシデント

踏切障害事故
鉄道人身障害事故

　平成23年度に発生した鉄道運転事故等は，次のとおりです。
　ご利用のお客さまおよび沿線の方々には大変ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び
申し上げます。

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6鉄道運転事故等の発生状況と再発防止策5

ホームから人が転落した等の異常を見かけたら，
非常停止ボタンを押してください

安全の取り組みの一般公開
「京急ファミリー鉄道フェスタ」

駆け込み乗車はご遠慮ください

黄色い線の内側をお歩きください
輸送障害

鉄道運転事故・輸送障害・インシデント等の発生件数 安全啓発活動

ご利用のお客さまへのお願い鉄道運転事故（踏切道障害事故,鉄道人身障害事故等）

全国交通安全運動で小学生に啓発活動

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6鉄道運転事故等の発生状況と再発防止策5
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　当社は，お客さまからのご意見・ご要望を一元管理するため，京急ご案内センターを開設
しております。ご案内センターに寄せられたご意見・ご要望をもとに，施設の改良など，安全
対策を実施しております。

　鉄道の安全を支えていくには，日常のメンテナンスが欠かせません。沿線にお住まいの皆さまには，ご迷惑を
おかけすることもございますが，鉄道の安全の確保に大切な作業を行っておりますので，ご理解・ご協力を
お願いします。

　各種お問い合わせや，当社に関するご意見・ご要望につきましては，京急ご案内センターへお寄せください。
また，本報告書の内容についてのご意見・ご要望も，ぜひお寄せくださいますようお願い申し上げます。

　列車に石を投げたり，線路に石を置いたり，駅や車両への落書きは，絶対にしないでください。このような行為は犯罪
です。見かけたときは，駅係員や警察へご連絡ください。

　駅構内や車内で，不審物を発見したときは，手を触れずに，お近くの乗務員または駅係員，巡回中の警察官・警備員に
お知らせください。駅構内の売店販売員も，テロ対策に協力しております。なお，ホーム上では，駅事務室連絡用インターホン
で駅係員へ連絡できます。

　踏切で，自動車が動かなくなった等の異常が発生したとき，非常ボタンが
設置されている踏切では，すみやかに非常ボタンを押してください。

　警報機が鳴り始めたら，大変危険ですので，絶対に踏切の中には入らないでください。また，警報機が鳴っていない
ときも，必ず左右の安全を確かめてから渡ってください。

　ベビーカーをご利用になるお客さまは，他のお客さまのご迷惑にならないよう，ベビーカーをお客さま自身の責任に
おいてご利用ください。
　●混雑時は他のお客さまへのご配慮をお願いします。
　●列車をお待ちの際はストッパーを必ずおかけのうえ，ベビーカーから目を離さないようにご注意ください。
　●駆け込みなどの無理なご乗車はおやめください。

　自動車を運転しているときに，万一踏切内に閉じ込められてしまった場合は，遮断かんを押し上げて踏切外へ脱出
してください。

踏切でのトラブルの際は非常ボタンを
押してください

列車にいたずらをしないでください

不審物発見時は乗務員・駅係員・警察官・警備員へお知らせください

警報機が鳴り始めた踏切内には，入らないでください

万一踏切内に閉じ込められた場合は，遮断かんを押し上げて踏切外へ脱出してください

ベビーカーをご利用のお客さまは,他のお客さまのご迷惑にならないようにお願いします

日常の安全確保のための作業にご理解・ご協力をお願いします

お客さまからのご意見による改善例

お問い合わせ先

お客さまからのご意見7

　車両によって非常装置の位置が違い，わかりにくいというお客さまからのご意見をいただき，車両に非常装置の場所を
示したステッカーを貼付しました。

車両に非常装置案内のステッカーを貼付しました

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6 お客さまからのご意見7お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6
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　当社は，お客さまからのご意見・ご要望を一元管理するため，京急ご案内センターを開設
しております。ご案内センターに寄せられたご意見・ご要望をもとに，施設の改良など，安全
対策を実施しております。

　鉄道の安全を支えていくには，日常のメンテナンスが欠かせません。沿線にお住まいの皆さまには，ご迷惑を
おかけすることもございますが，鉄道の安全の確保に大切な作業を行っておりますので，ご理解・ご協力を
お願いします。

　各種お問い合わせや，当社に関するご意見・ご要望につきましては，京急ご案内センターへお寄せください。
また，本報告書の内容についてのご意見・ご要望も，ぜひお寄せくださいますようお願い申し上げます。

　列車に石を投げたり，線路に石を置いたり，駅や車両への落書きは，絶対にしないでください。このような行為は犯罪
です。見かけたときは，駅係員や警察へご連絡ください。

　駅構内や車内で，不審物を発見したときは，手を触れずに，お近くの乗務員または駅係員，巡回中の警察官・警備員に
お知らせください。駅構内の売店販売員も，テロ対策に協力しております。なお，ホーム上では，駅事務室連絡用インターホン
で駅係員へ連絡できます。

　踏切で，自動車が動かなくなった等の異常が発生したとき，非常ボタンが
設置されている踏切では，すみやかに非常ボタンを押してください。

　警報機が鳴り始めたら，大変危険ですので，絶対に踏切の中には入らないでください。また，警報機が鳴っていない
ときも，必ず左右の安全を確かめてから渡ってください。

　ベビーカーをご利用になるお客さまは，他のお客さまのご迷惑にならないよう，ベビーカーをお客さま自身の責任に
おいてご利用ください。
　●混雑時は他のお客さまへのご配慮をお願いします。
　●列車をお待ちの際はストッパーを必ずおかけのうえ，ベビーカーから目を離さないようにご注意ください。
　●駆け込みなどの無理なご乗車はおやめください。

　自動車を運転しているときに，万一踏切内に閉じ込められてしまった場合は，遮断かんを押し上げて踏切外へ脱出
してください。

踏切でのトラブルの際は非常ボタンを
押してください

列車にいたずらをしないでください

不審物発見時は乗務員・駅係員・警察官・警備員へお知らせください

警報機が鳴り始めた踏切内には，入らないでください

万一踏切内に閉じ込められた場合は，遮断かんを押し上げて踏切外へ脱出してください

ベビーカーをご利用のお客さまは,他のお客さまのご迷惑にならないようにお願いします

日常の安全確保のための作業にご理解・ご協力をお願いします

お客さまからのご意見による改善例

お問い合わせ先

お客さまからのご意見7

　車両によって非常装置の位置が違い，わかりにくいというお客さまからのご意見をいただき，車両に非常装置の場所を
示したステッカーを貼付しました。

車両に非常装置案内のステッカーを貼付しました

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6 お客さまからのご意見7お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い6
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京浜急行電鉄株式会社京浜急行電鉄株式会社

鉄道安全報告書鉄道安全報告書

※おかけ間違いのないようご注意ください。営業時間／平日 7：30～21：00　土・日・祝日 9：00～17：00

03-5789-8686 または 045-441-0999
※本報告書は, 鉄道事業法第19条の4に定める鉄道事業者による安全報告書で, 当社における鉄道輸送の安全確保のための
取り組みや安全の実態をまとめたものです。
※本報告書の内容は, 平成23年度の状況を記載しております。

京急ご案内センター

各種お
問い合わせ

, ご意見・ご要望などのご連絡はこちらです
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